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(57)【要約】
【課題】患者の気道を密封し、呼吸可能な気体を気道に
送る患者インターフェイスシステムを提供する。
【解決手段】鼻孔に密封係合する患者インターフェイス
構造２０００と、患者インターフェイス構造の両側に接
続するストリップと、患者インターフェイス構造を固定
する接着剤とを備える。別の患者インターフェイスシス
テムは、第１の側に接着剤、および第２の側にフックま
たはループファスナ材料を含み、接着剤が患者の顔面に
この構成要素を接着させる第１の構成要素と、気道に密
封係合する患者インターフェイス構造とを備えている。
患者インターフェイス構造は、顔面と密封係合固定させ
るために第１のストリップのフックまたはループファス
ナ材料と係合するループまたはフックファスナ材料を含
む第２の構成要素を含む。患者インターフェイスシステ
ムは、鼻孔と密封係合する鼻突起またはまくら２００２
と、鼻突起またはまくらを外側に偏倚させるばねとを備
える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムであって、
　患者の鼻孔に密封係合するように構成された患者インターフェイス構造と、
　前記患者インターフェイス構造の両側に接続されるように構成された１対のストリップ
と、
　前記患者の鼻孔と密封係合させて前記患者インターフェイス構造を固定するように構成
された接着剤とを備え、
　前記接着剤は前記ストリップ上に与えられ、前記ストリップは前記接着剤によって前記
患者の鼻の側部に接着されるように構成されている患者インターフェイスシステム。
【請求項２】
　前記患者インターフェイス構造は、第２の接着剤によって前記ストリップに接続されて
いる、請求項１に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３】
　前記ストリップは、ほぼ矩形、三角形、または円形である、請求項１または請求項２に
記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項４】
　前記ストリップの少なくとも１つは少なくとも１つの孔を含み、前記患者インターフェ
イス構造は、前記少なくとも１つの孔に挿入されるように構成された少なくとも１つのタ
ブを備えている、請求項１から３のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム
。
【請求項５】
　前記少なくとも１つの孔は複数の孔を含んでいる、請求項４に記載の患者インターフェ
イスシステム。
【請求項６】
　前記複数の孔は、経路によって接続されている、請求項５に記載の患者インターフェイ
スシステム。
【請求項７】
　前記少なくとも１つの接着ストリップは、患者インターフェイス構造に接続されたルー
プに係合するように構成された係止タブを備えている、請求項１に記載の患者インターフ
ェイスシステム。
【請求項８】
　前記ループは、前記患者インターフェイス構造と一体的に形成されている、請求項７に
記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９】
　前記ループを備えた密封リングをさらに備えた、請求項７または請求項８に記載の患者
インターフェイスシステム。
【請求項１０】
　前記ストリップの少なくとも１つは、剥離紙によって覆われている、請求項１から９の
いずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１１】
　前記ストリップの少なくとも１つは、前記患者インターフェイス構造に係合するように
構成された底部、および前記患者の鼻に係合するように構成された上部を備えている、請
求項１から１０のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１２】
　前記ストリップの少なくとも１つは、前記上部と前記底部の間に接着自由部を備えてい
る、請求項１１に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１３】
　前記ストリップの前記少なくとも１つは、少なくとも１つの補強要素を含んでいる、請
求項１１または請求項１２に記載の患者インターフェイスシステム。
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【請求項１４】
　前記少なくとも１つの補強要素は、プラスチックまたは金属ストリップを含んでいる、
請求項１３に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つの接着ストリップは２つの接着剤を含んでいる、請求項５２に記載
の患者インターフェイスシステム。
【請求項１６】
　前記第２の接着剤は合成ゴムを含んでいる、請求項２に記載の患者インターフェイスシ
ステム。
【請求項１７】
　前記接着剤および前記第２の接着剤は、両面接着剤を含んでいる、請求項２から６およ
び１０から１６のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１８】
　前記第１の接着剤と第２の接着剤の間の中間層をさらに備えた、請求項１７に記載の患
者インターフェイスシステム。
【請求項１９】
　前記中間層は不浸透性である、請求項１８に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２０】
　前記患者インターフェイス構造は、１対の鼻まくらまたは突起を備えている、請求項１
から１９のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２１】
　前記患者インターフェイス構造に前記呼吸可能な気体の流れを送るように構成された管
と、前記管を前記患者インターフェイス構造に密封接続させるように構成された密封リン
グとをさらに備えた、請求項１から２０のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシ
ステム。
【請求項２２】
　前記密封リングは、前記管を前記患者インターフェイス構造に旋回可能に接続させる、
請求項２１に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２３】
　前記密封リングは、前記患者インターフェイス構造のベースの少なくとも一部を囲むシ
ュラウドを備えており、前記ストリップの少なくとも１つは前記シュラウドに接着可能で
ある、請求項２１または請求項２２に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２４】
　前記ストリップの前記少なくとも１つは、前記密封リングおよび／または前記管を受け
るように構成された開口部を備えている、請求項２３に記載の患者インターフェイスシス
テム。
【請求項２５】
　前記ストリップの前記少なくとも１つは、前記密封リングおよび／または前記管の周り
に延びるように構成されたループを備えている、請求項２３に記載の患者インターフェイ
スシステム。
【請求項２６】
　前記ストリップの前記少なくとも１つは、鼻梁横ストリップを備えている、請求項１か
ら２５のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２７】
　前記鼻梁横ストリップは、前記患者の鼻道を拡張させるように構成された拡張ストリッ
プを備えている、請求項２６に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２８】
　前記ストリップの前記少なくとも１つは、鼻梁長手ストリップを含んでいる、請求項１
から２７のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２９】
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　前記患者インターフェイス構造を支持するように構成されたフレームをさらに備え、前
記ストリップの少なくとも１つは前記フレーム上に設けられている、請求項１から２８の
いずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３０】
　前記フレームは、透明な材料で形成されている、請求項２９に記載の患者インターフェ
イスシステム。
【請求項３１】
　前記患者インターフェイス構造に接続された２つのコネクタをさらに備え、前記ストリ
ップは前記コネクタを前記患者に接着させるように構成されている、請求項１に記載の患
者インターフェイスシステム。
【請求項３２】
　各コネクタは、前記患者インターフェイス構造に取外し可能に接続されている、請求項
３１に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３３】
　各コネクタは、前記患者インターフェイス構造と一体的に形成されている、請求項３１
に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３４】
　各コネクタは、ヒンジとして働くように構成された小さな厚み部を備えている、請求項
３１から３３のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３５】
　各コネクタはシリコーンで形成されている、請求項３１から３４のいずれか一項に記載
の患者インターフェイスシステム。
【請求項３６】
　前記少なくとも１つの接着ストリップは、各コネクタ上に粘着ゲルを含んでいる、請求
項３１から３５のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３７】
　前記粘着ゲルは、コネクタと共成形されている、請求項３６に記載の患者インターフェ
イスシステム。
【請求項３８】
　前記ストリップは、前記患者の鼻孔に係合しこれを拡張させるように構成された、前記
患者インターフェイス構造に接続されたばねに接続されている、請求項１から３７のいず
れか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３９】
　前記ストリップはほぼ透明である、請求項１から３８のいずれか一項に記載の患者イン
ターフェイスシステム。
【請求項４０】
　前記ストリップは中間色である、請求項１から３８のいずれか一項に記載の患者インタ
ーフェイスシステム。
【請求項４１】
　前記ストリップは肌の色合いである、請求項１から３８のいずれか一項に記載の患者イ
ンターフェイスシステム。
【請求項４２】
　前記患者インターフェイス構造は、前記患者の前記鼻孔に係合するように構成された２
つの鼻まくらまたは突起を備えている、請求項１から４１のいずれか一項に記載の患者イ
ンターフェイスシステム。
【請求項４３】
　前記鼻まくらまたは突起上に設けられた発泡シリンダをさらに備えた、請求項４１に記
載の患者インターフェイスシステム。
【請求項４４】
　前記ストリップの少なくとも１つは、前記ストリップの部分を剥がすことを可能にする
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ように構成された穿孔を備えている、請求項１から４３のいずれか一項に記載の患者イン
ターフェイスシステム。
【請求項４５】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムにおいて、
　第１の側に接着剤、および第２の側にループファスナ材料を含む前記第１の構成要素で
あって、前記接着剤が前記患者の顔面に第１の構成要素を接着させるように構成された第
１の構成要素と、
　患者の気道と密封係合するように構成され、前記患者インターフェイス構造を前記患者
の顔面と密封係合させて固定するために前記第１のストリップの前記対応するループファ
スナ材料と係合するように構成されたフックファスナ材料を含む第２の構成要素を含む患
者インターフェイス構造であって、前記第２の構成要素を前記第１の構成要素から係脱さ
せ、前記第２の構成要素を前記第１の構成要素と再係合することによって再位置決め可能
である患者インターフェイス構造とを備えた患者インターフェイスシステム。
【請求項４６】
　前記第１のストリップは、前記患者の鼻梁にわたって延びるように構成されている、請
求項４５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項４７】
　前記ループファスナ材料は、前記第１のストリップの第２の側全体に設けられている、
請求項４５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項４８】
　前記ループファスナ材料は、前記第１のストリップの前記第２の側の区間に設けられて
いる、請求項４５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項４９】
　前記第２の構成要素は、前記患者インターフェイス構造に機械的に固定されている、請
求項４５から４８のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５０】
　前記第２の構成要素は、前記患者インターフェイス構造に接着固定されている、請求項
４５から４８のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５１】
　前記第２の構成要素は、前記患者のインターフェイス構造の外部に固定されている、請
求項４５から５０のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５２】
　前記第２の構成要素は、前記患者のインターフェイス構造の内部に固定されている、請
求項４５から５０のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５３】
　前記第２の構成要素に接続され、前記フック材料が前記ループ材料に係合される場合に
鼻道を拡張させる力を与えるように構成されたワイヤをさらに備えた、請求項４５から５
２のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５４】
　前記第２の構成要素に接続され、前記フック材料が前記ループ材料に係合される場合に
鼻道を拡張させる力を与えるように構成された少なくとも１つのばねをさらに備えた、請
求項４５から５２のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５５】
　前記第１の構成要素は鼻キャップである、請求項４５に記載の患者インターフェイスシ
ステム。
【請求項５６】
　前記鼻キャップは、前記患者の頭部周りに延びるように構成されたストラップに接続す
るように構成された垂直構成部品を備えている、請求項５５に記載の患者インターフェイ
スシステム。
【請求項５７】
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　前記第１の構成要素は、１対の剛性のある細長い部材を備えており、各剛性のある細長
い部材は、前記患者の頭部周りに延びるように構成されたストラップに調節可能に接続さ
れるように構成されている、請求項４５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５８】
　前記剛性のある細長い部材は、フックおよびループ締付材料によって前記ストラップに
調節可能に接続されている、請求項５７に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５９】
　前記接着剤は、酸化亜鉛系接着剤、合成ゴム、アクリル、シリコーンゲル、および／ま
たはポリウレタンを含んでいる、請求項１から５８のいずれか一項に記載の患者インター
フェイスシステム。
【請求項６０】
　前記接着剤は、前記患者の顔面上に残留物を残さない、請求項１から５９のいずれか一
項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項６１】
　前記接着剤および／または前記患者インターフェイス構造は使い捨てである、請求項１
から６０のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項６２】
　前記接着剤は、寿命指標を含んでいる、請求項１から６１のいずれか一項に記載の患者
インターフェイスシステム。
【請求項６３】
　前記接着剤および／または前記患者インターフェイス構造の上に設けられた接着剤適合
ガイドをさらに備えた、請求項１から６２のいずれか一項に記載の患者インターフェイス
システム。
【請求項６４】
　前記接着剤適合ガイドは、前記接着剤および／または前記患者インターフェイス構造お
よび／または前記支持体の上に位置合わせマーキングを備えている、請求項６３に記載の
患者インターフェイスシステム。
【請求項６５】
　前記接着剤は、約４００ｍｍ２～９００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項１から６４
のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項６６】
　前記接着剤は、約５００ｍｍ２～８００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６５に記載
の患者インターフェイスシステム。
【請求項６７】
　前記接着剤は、約６００ｍｍ２～７００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６６に記載
の患者インターフェイスシステム。
【請求項６８】
　前記接着剤は、約５００ｍｍ２～７００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６５に記載
の患者インターフェイスシステム。
【請求項６９】
　前記接着剤は、約６００ｍｍ２～８００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６５に記載
の患者インターフェイスシステム。
【請求項７０】
　前記接着剤は、約５００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６５に記載の患者インター
フェイスシステム。
【請求項７１】
　前記接着剤は、約６５０ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６５に記載の患者インター
フェイスシステム。
【請求項７２】
　前記接着剤は、約８００ｍｍ２の接着面積を有する、請求項６５に記載の患者インター
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フェイスシステム。
【請求項７３】
　前記接着剤は、約５０ｇ～３００ｇを支持するように構成されている、請求項１から７
２のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項７４】
　前記接着剤は、約５０ｇ～２００ｇを支持するように構成されている、請求項７３に記
載の患者インターフェイスシステム。
【請求項７５】
　前記接着剤は、約５０ｇ～１５０ｇを支持するように構成されている、請求項７４に記
載の患者インターフェイスシステム。
【請求項７６】
　前記接着剤は、約５０ｇ～１００ｇを支持するように構成されている、請求項７５に記
載の患者インターフェイスシステム。
【請求項７７】
　前記接着剤は、約１６０ｇを支持するように構成されている、請求項７３に記載の患者
インターフェイスシステム。
【請求項７８】
　前記患者の顔面に対して１５０°の角度で、前記接着剤を前記患者の顔面から取り除く
のに必要な剥離力は、前記接着剤を前記患者インターフェイス構造または支持体に取り付
けることなく、約１．５Ｎ／１５ｍｍ以下であるように前記接着剤が構成されている、請
求項１から７７のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項７９】
　前記接着剤は、前記患者インターフェイスへの前記呼吸可能な気体の流れが約２ｃｍＨ

２Ｏ～２０ｃｍＨ２Ｏである場合に、前記患者インターフェイスを前記患者の鼻孔に密封
接触させて維持するように構成されている、請求項１から７８のいずれか一項に記載の患
者インターフェイスシステム。
【請求項８０】
　前記接着剤は、前記患者インターフェイスへの前記呼吸可能な気体の流れが約４～１２
ｃｍＨ２Ｏである場合に、前記患者インターフェイスを前記患者の鼻孔に密封接触させて
維持するように構成されている、請求項１から７８のいずれか一項に記載の患者インター
フェイスシステム。
【請求項８１】
　前記接着剤は、使用中にその元の位置から約０．３ｍｍを超えて変位されないように構
成されている、請求項１から８０のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム
。
【請求項８２】
　前記接着剤は、最大約４５℃にその特徴を維持するように構成されている、請求項１か
ら８１のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項８３】
　前記接着剤は、相対湿度の範囲以上にその特徴を維持するように構成されている、請求
項１から８２のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項８４】
　前記接着剤は、約５ｍｍ以下の厚さである、請求項１から８３のいずれか一項に記載の
患者インターフェイスシステム。
【請求項８５】
　前記接着剤は、少なくとも約４時間の間前記患者の皮膚に接着されたままであるように
構成されている、請求項１から８４のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステ
ム。
【請求項８６】
　前記接着剤は、少なくとも約８時間の間前記患者の皮膚に接着されたままであるように
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構成されている、請求項８５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項８７】
　前記接着剤は、８時間より長く前記患者の皮膚に接着されたままであるように構成され
ている、請求項８６に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項８８】
　前記接着剤は生体適合性である、請求項１から８７のいずれか一項に記載の患者インタ
ーフェイスシステム。
【請求項８９】
　前記接着剤は生分解性である、請求項１から８８のいずれか一項に記載の患者インター
フェイスシステム。
【請求項９０】
　前記接着剤は透明である、請求項１から８９のいずれか一項に記載の患者インターフェ
イスシステム。
【請求項９１】
　前記接着剤は肌の色合いである、請求項１から９０のいずれか一項に記載の患者インタ
ーフェイスシステム。
【請求項９２】
　前記接着剤を覆うように構成された非接着ストリップをさらに備えた、請求項１から９
１のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９３】
　前記接着剤は、完全性を失うことなく、少なくとも５回、前記非接着ストリップで再び
覆われるように構成されている、請求項９２に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９４】
　前記接着剤は、通気を可能にするように構成された少なくとも１つの孔を備えている、
請求項１から９３のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９５】
　前記接着剤は殺菌されるように構成されている、請求項１から９４のいずれか一項に記
載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９６】
　前記接着剤は、加温効果を与えるように構成されている、請求項１から９５のいずれか
一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９７】
　前記接着剤は、光スイッチング接着剤を含んでいる、請求項１から９６のいずれか一項
に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９８】
　前記光スイッチング接着剤は暗闇の中で粘着性があり、光に曝されると非活性化する、
請求項９７に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項９９】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムであって、
　患者インターフェイス構造内の開口部を通して前記呼吸可能な気体の流れを受けるよう
に構成された呼吸キャビティを画定するベース部を含む患者インターフェイス構造と、
　前記呼吸キャビティから前記患者まで前記呼吸可能な気体の流れを送るために前記患者
の鼻孔と係合するように構成された１対の鼻まくらまたは突起と、
　前記患者インターフェイス構造を前記患者に固定するように構成された前記１対の鼻ま
くらまたは突起上の接着剤とを備えた患者インターフェイスシステム。
【請求項１００】
　前記患者インターフェイス構造を前記患者に接着させるように構成された、前記患者イ
ンターフェイス構造の前記ベース部上に接着剤をさらに備えた、請求項９９に記載の患者
インターフェイスシステム。
【請求項１０１】
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　前記ベース部上の前記接着剤は、前記患者インターフェイス構造を前記患者の頬および
／または上唇に固定するように構成されている、請求項１００に記載の患者インターフェ
イスシステム。
【請求項１０２】
　前記接着剤は粘着ゲルを含んでいる、請求項９９から１０１のいずれか一項に記載の患
者インターフェイスシステム。
【請求項１０３】
　前記接着剤は、前記患者インターフェイス構造と共成形されている、請求項９９から１
０１のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１０４】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムであって、
　前記患者の鼻孔と密封係合するように構成された１対の鼻突起またはまくらを備えた患
者インターフェイス構造と、
　前記患者の鼻孔と係合するように前記鼻突起またはまくらを外側に偏倚させるように構
成された少なくとも１つのばねとを備えた患者インターフェイスシステム。
【請求項１０５】
　前記少なくとも１つのばねは２つのリングを備えており、１つのリングが各鼻まくらま
たは突起の上部に設けられている、請求項１０４に記載の患者インターフェイスシステム
。
【請求項１０６】
　前記少なくとも１つのばねは、前記鼻突起またはまくらの底部と係合する、請求項１０
４または請求項１０５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１０７】
　前記少なくとも１つのばねの両端部は、前記患者インターフェイス構造を密封係合させ
て固定するために、前記患者の顔面に係合するように構成された接着ストリップに係合す
る、請求項１０６に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１０８】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムであって、
　前記呼吸可能な気体の流れを送るホースに接続されるように構成された患者インターフ
ェイス支持構造と、
　それぞれ前記呼吸可能な気体の流れを受けてから前記患者インターフェイス支持構造内
の圧力の増加によって前記患者の鼻孔の内部を拡張させ、これに対して密封するように構
成された、前記患者インターフェイス支持構造によって支持される１対の鼻まくらと、
　前記患者の鼻梁と係合するように構成された支持部材と、
　前記支持部材および前記患者インターフェイス支持構造を接続させるように構成された
接続部材とを備えた患者インターフェイスシステム。
【請求項１０９】
　各まくらは蛇腹を備えている、請求項１０８に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１１０】
　各まくらは、織り目加工された外側表面を備えている、請求項１０８に記載の患者イン
ターフェイスシステム。
【請求項１１１】
　各まくらは、前記患者インターフェイス支持構造内の開口に受けられ、前記開口から取
り外し可能である、請求項１０８から１１０のいずれか一項に記載の患者インターフェイ
スシステム。
【請求項１１２】
　前記患者インターフェイス支持構造を前記患者の上唇に対して支持するように構成され
た上唇支持体をさらに備えた、請求項１０８から１１１のいずれか一項に記載の患者イン
ターフェイスシステム。
【請求項１１３】
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　前記支持部材、前記接続部材および前記患者インターフェイス支持構造は一体的に形成
されている、請求項１０８から１１２のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシス
テム。
【請求項１１４】
　前記接続部材は、１つまたは複数のストラップの端部を受けるように構成された１対の
スロットを備えている、請求項１０８から１１３のいずれか一項に記載の患者インターフ
ェイスシステム。
【請求項１１５】
　前記１対の鼻まくらに接続された弾性膜をさらに備え、前記弾性膜は前記呼吸可能な気
体の流れを受けてから前記患者インターフェイス支持構造内の圧力の増加によって拡張さ
れるように構成されている、請求項１０８から１１０および１１２から１１４のいずれか
一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１１６】
　前記弾性膜に接続された弾性膜支持体をさらに備えた、請求項１１５に記載の患者イン
ターフェイスシステム。
【請求項１１７】
　前記弾性膜の拡張を制限するように構成された前記弾性膜支持体に接続された止め具を
さらに備えた、請求項１１６に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１１８】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムであって、
　前記患者の顔面に密封係合するように構成された患者インターフェイス構造と、
　前記患者インターフェイス構造を前記患者の前記顔面に密封係合させて支持するように
構成された保持要素とを備え、
　前記患者インターフェイス構造は、複数の位置で前記保持要素によって支持されるよう
に構成され、前記保持要素は接着剤および／またはストラップを備えている患者インター
フェイスシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、それぞれの全体の内容を参照として本明細書に援用する、２００８年６月４
日出願の米国特許出願第６１／０５８，６５９号、および２００８年７月１５日出願の米
国特許出願第６１／０８０，８４７号に対する優先権を請求する。
【０００２】
　本発明は、患者に呼吸可能な気体の流れを送るための患者インターフェイスシステムに
関する。本発明はまた、患者と係合する患者インターフェイス、および／または患者イン
ターフェイス位置決めおよび／または支持構造を支持する（１つまたは複数の）接着剤を
含むことができる患者インターフェイスシステムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　閉塞性睡眠時無呼吸（ＯＳＡ）などの睡眠呼吸障害（ＳＤＢ）の治療のための陽性気道
圧（ＰＡＰ）の使用は、米国特許第４，９４４，３１０号に開示されている。連続ＰＡＰ
（ＣＰＡＰ）であってもよいＰＡＰを使用した治療は、呼吸可能な気体の流れを与えるた
めに患者の顔面に取り付けられる患者インターフェイスの使用が必要である。着用者の顔
面に密封取り付けされた患者インターフェイスの使用が必要であるＰＡＰ治療は、閉塞Ｐ
ＡＰと呼ぶことができる。
【０００４】
　ＳＤＢの軽度または中程度の場合は、閉塞ＰＡＰ方法を使用した治療には適していない
可能性がある。例えば、軽度の睡眠時無呼吸に悩む、またはいびきをかく可能性がある患
者は、閉塞ＰＡＰ治療の使用から大きな利点を得ることができない。加えて、閉塞ＰＡＰ
治療方法は一般に押しつけがましいので、このような患者は、治療に抵抗する傾向がある
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。
【０００５】
　ＯＳＤの治療のためにより高い所定の圧力が必要な患者では、患者の気道との密封を形
成する患者インターフェイス、例えばマスクが必要である可能性がある。しかし、患者は
現在のインターフェイスに適応することが難しいと思う可能性がある。例えば、患者は、
必要とされる密封をもたらすようにヘッドギアおよび空気運搬ホースを含むマスクが患者
に付けられると、慣れた快適な位置での睡眠が困難になる可能性がある。マスクは密封お
よび所定の圧力を与えることが可能であるが、患者は、マスクを着用しながら快適に睡眠
するという問題により、マスクを使用することに気乗りがしない可能性がある。これによ
り、患者が治療を断念することにつながる可能性がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】米国特許出願第６１／０５８，６５９号
【特許文献２】米国特許出願第６１／０８０，８４７号
【特許文献３】米国特許第４，９４４，３１０号
【特許文献４】米国特許出願公開第２００９／００７８２５９Ａ１号
【特許文献５】国際特許出願公開第ＰＣＴ／ＡＵ２００８／００１５５７号
【特許文献６】米国特許出願公開第２００７／０１４４５２５Ａ１号
【特許文献７】米国特許出願公開第２００６／０２８３４６１Ａ１号
【特許文献８】米国特許第７，３１８，４３７号
【特許文献９】米国特許第４，７８２，８３２号
【特許文献１０】米国特許第７，２０１，１６９号
【特許文献１１】米国特許第７，０５９，３２８号
【特許文献１２】国際特許出願公開第ＷＯ２０００／０７４７５８号
【特許文献１３】米国特許出願公開第２００９／００４４８０８Ａ１号
【特許文献１４】国際特許出願公開第ＷＯ２００８／０１４５４３Ａ１号
【特許文献１５】米国特許出願公開第２００９／００７８２５９Ａ１号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　一態様は、患者の気道を密封しながら、呼吸可能な気体の流れを患者の気道に送る患者
インターフェイスシステムに関する。
【０００８】
　別の態様は、接着剤を介して患者に固定可能な患者インターフェイスシステムに関する
。さらに別の態様は、患者の顔面および患者の鼻に係合する患者インターフェイス構造に
接着する接着剤の使用に関する。別の態様は、患者インターフェイス構造を患者に固定す
るための接着剤の使用に関し、接着剤は患者インターフェイス構造に接着により、または
機械的に接続される。
【０００９】
　別の態様は、呼吸可能な気体の流れを送るように患者インターフェイス構造を位置決め
および安定化させるための接着剤の使用に関する。さらに他の態様は、患者インターフェ
イス構造を位置決めおよび安定化させるためのフックおよびループ締付材料、磁石、締ま
りばめ具、または静電コネクタなどの接着剤および追加の締付装置の使用に関する。さら
に別の態様は、接着剤でまたは接着剤なしで使用可能な追加の位置決めおよび安定化装置
に関する。
【００１０】
　さらに別の態様は、患者インターフェイス構造を患者の顔面に接着するための接着剤を
含み、患者インターフェイス構造が患者の顔面に接着されたままで患者インターフェイス
構造の再位置決めを可能にする患者インターフェイスシステムに関する。
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【００１１】
　別の態様は、接着剤を介して患者に固定可能であり、患者の鼻道の拡張を行う患者イン
ターフェイスシステムに関する。
【００１２】
　さらに別の態様は、呼吸可能な気体の流れを加えた際に、患者の鼻孔を拡張させ、これ
と密封係合するように構成された、鼻まくらなどの拡張可能なノズルを含む患者インター
フェイスシステムに関する。別の態様は、接着剤で患者の鼻梁にわたって固定することが
できる、拡張可能なノズルを含む患者インターフェイス構造用の支持体に関する。
【００１３】
　さらに別の態様は、拡張可能なノズルに接続させることができる拡張可能膜を含む患者
インターフェイス構造に関する。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　サンプル実施形態によると、患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイス
システムは、患者の鼻孔に密封係合するように構成された患者インターフェイス構造と、
患者インターフェイス構造の両側に接続するように構成された１対のストリップと、患者
の鼻孔と密封係合させて患者インターフェイス構造を固定するように構成された接着剤と
を備えており、接着剤はストリップ上に与えられ、ストリップは接着剤によって患者の鼻
の側部に接着されるように構成されている。
【００１５】
　別のサンプル実施形態によると、患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェ
イスシステムは、第１の側に接着剤、および第２の側にフックまたはループファスナ材料
を含む第１の構成要素であって、接着剤が患者の顔面にこの構成要素を接着させるように
構成された第１の構成要素と、患者の気道と密封係合するように構成され、患者インター
フェイス構造を患者の顔面と密封係合させて固定させるために第１のストリップの対応す
るフックまたはループファスナ材料と係合するように構成された対応するループまたはフ
ックファスナ材料を含む第２の構成要素を含む患者インターフェイス構造とを備えている
。
【００１６】
　別のサンプル実施形態によると、患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェ
イスシステムは、患者インターフェイス構造内の開口部を通して呼吸可能な気体の流れを
受けるように構成された呼吸キャビティを画定するベース部を含む患者インターフェイス
構造と、呼吸キャビティから患者まで呼吸可能な気体の流れを送るために患者の鼻孔と係
合するように構成された１対の鼻まくらまたは突起と、患者インターフェイス構造を患者
に固定するように構成された１対の鼻まくらまたは突起上の接着剤とを備えている。
【００１７】
　さらに別のサンプル実施形態によると、患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インタ
ーフェイスシステムは、患者の鼻孔と密封係合するように構成された１対の鼻突起または
まくらを備えた患者インターフェイス構造と、患者の鼻孔と係合するように鼻突起または
まくらを外側に偏倚させるように構成された少なくとも１つのばねとを備えている。
【００１８】
　さらに別のサンプル実施形態によると、患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インタ
ーフェイスシステムは、呼吸可能な気体の流れを送るホースに接続されるように構成され
た患者インターフェイス支持構造と、それぞれ呼吸可能な気体の流れを受けてから患者イ
ンターフェイス支持構造内の圧力の増加によって患者の鼻孔の内部を拡張させ、これに対
して密封するように構成された、患者インターフェイス支持構造によって支持される１対
の鼻まくらと、患者の鼻梁と係合するように構成された支持部材と、支持部材および患者
インターフェイス支持構造を接続させるように構成された接続部材とを備えている。
【００１９】
　本発明の他の態様、特徴、および利点は、本開示の一部であり、例として本発明の原理
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を図示する添付の図面と合わせて、以下の詳細な説明により明らかになろう。
【００２０】
　添付の図面により、様々なサンプル実施形態の理解が容易になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】サンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図２】図１の患者インターフェイス構造で使用可能なサンプル実施形態による、接着ス
トリップコネクタを示す略図である。
【図３ａ】図１の患者インターフェイス構造および図２の接着ストリップコネクタを含む
サンプル実施形態による、インターフェイスシステムの略正面図である。
【図３ｂ】図１の患者インターフェイス構造および図２の接着ストリップコネクタを含む
サンプル実施形態による、インターフェイスシステムの略側面図である。
【図４】図１の患者インターフェイス構造で使用可能な別のサンプル実施形態による、接
着ストリップコネクタを示す略図である。
【図５】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図６】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図７】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図８ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図８ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図９】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１０】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１１ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１１ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１２】サンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１３ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１３ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１３ｃ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１３ｄ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１３ｅ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１３ｆ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１４】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図１５】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１６】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１７】サンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１８】サンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図１９】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２０ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２０ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２１】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２２】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２３】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２４】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２５】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図２６】別のサンプル実施形態による接着ストリップコネクタを示す略図である。
【図２７】本発明の別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図で
ある。
【図２８】本発明の別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図で
ある。
【図２９】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図３０】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
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【図３１】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図３２】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図３３】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図３４】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図３５】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図３６】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図３７】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図３８】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図３９】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図４０】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図４１】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図４２】本発明の別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図で
ある。
【図４３】本発明の別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図で
ある。
【図４４】本発明の別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図で
ある。
【図４５】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図４６】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図４７】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図４８】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図４９】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５０ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５０ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５０ｃ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５１ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５１ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５２ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５２ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５３】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５４】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５５】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５６】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５７】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５８】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５９ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図５９ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図６０ａ】サンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするための
鼻クレードルおよび接着剤を示す略図である。
【図６０ｂ】サンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするための
鼻クレードルおよび接着剤を示す略図である。
【図６１】別のサンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするため
の接着ストリップを示す略図である。
【図６２】別のサンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするため
の接着ストリップを示す略図である。
【図６３ａ】別のサンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするた
めの接着ストリップを示す略図である。
【図６３ｂ】別のサンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするた
めの接着ストリップを示す略図である。
【図６４】別のサンプル実施形態による、インターフェイスシステムを位置決めするため
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の接着ストリップを示す略図である。
【図６５ａ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図６５ｂ】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図６６】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図６７】別のサンプル実施形態によるインターフェイスシステムを示す略図である。
【図６８】様々なサンプル実施形態による漏れガードを示す略図である。
【図６９】様々なサンプル実施形態による漏れガードを示す略図である。
【図７０】様々なサンプル実施形態による漏れガードを示す略図である。
【図７１】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図７２】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図７３】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図７４】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス構造を示す略図である。
【図７５】サンプル実施形態による、患者インターフェイス構造支持システムを示す略図
である。
【図７６】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造支持システムを示す
略図である。
【図７７】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図７８】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図７９】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８０】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８１】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８２】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８３】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８４】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８５】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８６】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８７】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８８】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図８９】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図９０】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図である
。
【図９１】サンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造を
示す略図である。
【図９２】サンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造を
示す略図である。
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【図９３】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図９４】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図９５】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図９６】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図９７】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図９８】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図９９】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図１００】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化
構造を示す略図である。
【図１０１】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス位置決めおよび安定化
構造を示す略図である。
【図１０２】別のサンプル実施形態による患者インターフェイス位置決めおよび安定化構
造を示す略図である。
【図１０３】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１０４】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１０５】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１０６】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１０７】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１０８】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１０９】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１０】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１１】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１２】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１３】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１４】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１５】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１６】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１１７】サンプル実施形態による、患者インターフェイス構造およびコネクタを示す
略図である。
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【図１１８】サンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略図で
ある。
【図１１９】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２０】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２１】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２２】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２３】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２４】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２５】サンプル実施形態による、患者インターフェイス構造およびコネクタを示す
略図である。
【図１２６】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造およびコネクタを
示す略図である。
【図１２７】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造およびコネクタを
示す略図である。
【図１２８】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１２９】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１３０】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１３１】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１３２】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１３３】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１３４】別のサンプル実施形態による、患者インターフェイス構造コネクタを示す略
図である。
【図１３５】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１３６】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１３７】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１３８】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１３９】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４０】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４１】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４２】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
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【図１４３】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４４】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４５】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４６】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４７】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【図１４８】別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステムを示す略図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下の説明は、共通の特徴および特性を共有することができるいくつかのサンプル実施
形態に関して行われる。いずれか１つの実施形態の１つまたは複数の特性は、他の実施形
態の１つまたは複数の特性と組合せ可能であることを理解されたい。加えて、あらゆる単
一の特性、またはサンプル実施形態のいずれかの特性の組合せが、追加の実施形態を構成
することもできる。
【００２３】
　本明細書では、「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ）」という用語は、「オープン」な意
味で、すなわち「含む（ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ）」という意味で理解するものであり、した
がって、「クローズ」な意味、すなわち「のみからなる（ｃｏｎｓｉｓｔｉｎｇ　ｏｎｌ
ｙ　ｏｆ）」という意味に限るものではない。対応する意味は、登場する場所によって、
「備える（ｃｏｍｐｒｉｓｅ）」、「備えた（ｃｏｍｐｒｉｓｅｄ）」、および「備える
（ｃｏｍｐｒｉｓｅｓ）」という対応する用語により生じるものとする。
【００２４】
　「空気」という用語は、呼吸可能な気体、例えば補給酸素を含む空気を含むものとして
理解する。また、本明細書に記載された送風機は空気以外の流体を汲み上げるように設計
することもできることが分かる。
【００２５】
　本明細書で使用されているように、「患者インターフェイス構造」という用語は、患者
の顔面と係合し、呼吸可能な気体の流れを患者の気道に送るように構成された構造のこと
を言う。
【００２６】
１．０　接着剤を使用した位置決めおよび安定化
　患者インターフェイス構造を患者の気道と係合させて固定するために、接着剤を使用す
ることができる。患者の顔面と係合することを意図した接着剤は、患者接着剤と呼ばれる
。患者接着剤は、患者の顔面と係合し、患者インターフェイス構造をユーザの顔面上に位
置決めおよび安定化させることができるが、密封係合を形成する必要はない。患者接着剤
は、患者が患者インターフェイス構造の位置を調節することを可能にするように再位置決
め可能であってもよい。普通、患者接着剤は患者インターフェイス構造に機械的に固定さ
せることができる、または患者インターフェイス構造に接着固定させることができる。機
械的固定は、患者接着剤を患者インターフェイス構造に固定するための接着剤の使用を含
んでいない。接着剤固定は、患者接着剤を患者インターフェイス構造に接合させるための
接着剤の使用を含んでいる。
【００２７】
１．１．１　機械的固定第１の実施形態
　図１～３ｂを参照すると、患者インターフェイス構造は、鼻まくら、パフ、または突起
２００２を備えた患者インターフェイス構造、例えばクッション２０００を備えることが
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できる。患者インターフェイス構造２０００はまた、ベース部２０１４の両端部にタブま
たはスタッド２００４を備えることができる。患者インターフェイス構造２０００はさら
に、管、ホースまたは導管２００８の接続を可能にするように構成された開口部２００６
を備えることができる。管２００８は例えば、その全体の内容を本明細書に参照として援
用する、米国特許出願公開第２００９／００７８２５９Ａ１号に開示されたような、格納
式管であってもよい。
【００２８】
　スタッド２００４はそれぞれ、第１の端部に孔２０１２を含む患者接着ストリップ２０
１０に接続されるように構成されている。スタッド２００４は、患者接着ストリップ２０
１０を患者インターフェイス構造に固定するように、患者接着ストリップ２０１０の孔２
０１２を通して挿入される。孔２０１２は、患者接着ストリップ２０１０への損傷、また
はその劣化を防ぐために補強することができる。患者接着ストリップ２０１０は、患者接
着ストリップ２０１０を患者１の顔面上の所望の位置に置くために、患者接着ストリップ
２０１０が患者インターフェイス構造２０００に対して回転可能であるようにスタッド２
００４に接続させることができる。図３ａおよび３ｂに示すように、患者接着ストリップ
２０１０は患者１の鼻の側部と係合可能である。患者接着ストリップ２０１０は、患者の
鼻の側部と係合可能な一方側に接着剤を含んでいる。
【００２９】
　患者接着ストリップ２０１０は、ほぼ楕円形、矩形、またはあらゆる他の所望の形状で
あってもよい。図２に示すように、患者接着ストリップ２０１０の近接端、すなわち孔２
０１２を含む端部は、患者の鼻の側部と係合する遠位端より小さくてもよい。患者接着ス
トリップ２０１０の中間部は狭くすることもできる。患者接着ストリップ２０１０は、様
々な患者顔面特性に対応するために異なる寸法および形状で与えることができることを理
解されたい。
【００３０】
　また、患者接着ストリップ２０１０は、患者インターフェイス構造２０００内に設けら
れた孔または開口部に挿入されるように構成されたタブまたはスタッドを含むことができ
ることを理解されたい。
【００３１】
１．１．２　機械的固定第２の実施形態
　図４を参照すると、患者接着ストリップ２０１０（１つのみ図示）は、それぞれ患者イ
ンターフェイス構造２０００のタブまたはスタッド２００４を受けるように構成された、
複数の孔２０１２を含むことができる。図４に示すように、複数の孔２０１２は、患者接
着ストリップ２０１０をスタッド２００４から完全に係脱させることなく、スタッド２０
０４を１つの孔から係脱させ、別の孔と係合させることを可能にする、患者接着ストリッ
プ２０１０内に形成された経路２０１６によって結合される。患者接着ストリップ２０１
０を患者インターフェイス構造２０００から完全に係脱させることなく患者接着ストリッ
プ２０１０の位置の調節を可能にするように、スタッド２００４を１つの孔２０１２から
係脱させ、別の孔２０１２と係合させることができる。患者接着ストリップ２０１０の孔
２０１２は、別々に、すなわち経路なしで形成することができ、それによって患者接着ス
トリップ２０１０の位置の調節には、スタッド２００４を１つの孔および患者接着ストリ
ップ２０１０から係脱させ、異なる孔および患者接着ストリップ２０１０と再係合させる
必要があることを理解されたい。また、患者接着ストリップはタブまたはスタッドを含む
ことができ、患者インターフェイス構造は、それぞれ接着ストリップの調節を可能にする
ためにタブまたはスタッドを受けるように構成された複数の孔を含むことができることを
理解されたい。
【００３２】
１．１．３　機械的固定第３の実施形態
　図５～７を参照すると、患者インターフェイスシステムは、患者インターフェイス構造
２０００の両側にループ２０１８を備えた患者インターフェイス構造２０００を備えるこ



(20) JP 2016-5792 A 2016.1.14

10

20

30

40

50

とができる。患者接着ストリップ２０２０（１つのみ図示）を、ループ２０１８を通して
挿入し、係止タブ２０２２によって患者インターフェイス構造２０００上の定位置に係止
することができる。係止タブ２０２２は剛性または半剛性であってもよく、患者接着スト
リップ２０２０の隣接端部に設けられている。患者接着ストリップ２０２０の接着剤２０
２４は、係止タブ２０２２がループ２０１８と係合するまで患者接着ストリップ２０２０
をループ２０１８を通して引っ張ることができるように、患者接着ストリップ２０２０を
ループ２０１８を通して挿入することを可能にするために、例えば剥離紙２０２６によっ
て覆うことができる。
【００３３】
　係止タブ２０２２を、患者接着ストリップ２０２０の上に成形することができる。また
、係止タブ２０２２を患者接着ストリップ２０２０に接着させることができることを理解
されたい。さらに、患者接着ストリップ２０２０を係止タブ２０２２の周りで包むことに
よって、係止タブ２０２２を患者接着ストリップ２０２０の一部内に固定することができ
ることを理解されたい。患者接着ストリップ２０２０の包まれた部分は、接着剤、縫製、
またはあらゆる他の固定方法によって固定することができる。係止タブ２０２２を、あら
ゆる他の固定方法によって患者接着ストリップ２０２０に固定することができる。
【００３４】
　ループ２０１８は、患者インターフェイス構造２０００と一体的に形成することができ
る、または患者インターフェイス構造２０００の上に別々に設ける、例えばクリップ留め
するまたは糊付けすることができる。図５および６に示すように、ループ２０１８は、患
者インターフェイス構造２０００のベース部２０１４上に設けることができる。患者イン
ターフェイス構造２０００のベース部２０１４は、患者インターフェイス構造２０００の
鼻突起２００２からホースまたは管２００８への抗力を分離させるように構成された分離
装置を含むことができる。このような分離装置は、例えば、その全体の内容を参照として
援用する、２００８年１０月２２日出願の国際特許出願公開第ＰＣＴ／ＡＵ２００８／０
０１５５７号に開示されている。
【００３５】
　図７に示すように、患者接着ストリップ２０２０の位置は、患者インターフェイス構造
の嵌合を調節することを可能にするように、破線で示すように調節することができる。
【００３６】
１．１．４　機械的固定第４の実施形態
　図８ｂおよび８ｂを参照すると、本発明の別のサンプル実施形態では、密封リング２０
２８が患者インターフェイス構造２０００の開口部２００６の周りに設けられている。密
封リング２０２８は、管またはホースを患者インターフェイス構造２０００に接続するよ
うに構成されている。密封リング２０２８は、患者接着ストリップ２０２０を密封リング
２０２８に固定するために、係止タブ２０２２を備えた患者接着ストリップ２０２０を受
けるように構成されたループ２０３０を含んでいる。密封リング２０２８は、例えばその
全体の内容を参照として援用する、２００８年１０月２２日に出願の国際特許出願公開第
ＰＣＴ／ＡＵ２００８／００１５５７号に開示されるような分離装置の一部であってもよ
い。
【００３７】
１．１．５　機械的固定第５の実施形態
　図９を参照すると、患者インターフェイス構造２０００をコネクタ２０８２によって患
者１に固定することができる。このようなコネクタは、例えばその全体の内容を参照とし
て援用する、２００８年１０月２２日に出願の国際特許出願公開第ＰＣＴ／ＡＵ２００８
／００１５５７号に開示されている。患者インターフェイス構造２０００は、コネクタ２
０８２を患者１に接着固定する接着ストリップ２０８４によって患者の顔面に固定された
、コネクタ２０８２によって患者の鼻孔と密封係合されて保持される。
【００３８】
　単一の接着ストリップ２０８４は図９では各対応するコネクタ２０８２に対して示され
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ているが、多数のストリップを患者インターフェイスシステム上の様々な位置に固定する
ことができる、または患者インターフェイス構造２０００の運搬管２００８またはベース
部２０１４のガゼットなどの、インターフェイスシステムの構成部品の周りに単一片を構
成することができることを理解されたい。
【００３９】
１．１．６　機械的固定第６の実施形態
　図１０を参照すると、患者インターフェイスシステムは、ストリップ２０８８を患者イ
ンターフェイス構造２０００に固定するように構成された、コネクタ２０８６を備えた患
者インターフェイス構造２０００を備えることができる。ストリップ２０８８は、例えば
シリコーンで形成することができ、コネクタ２０８６の周りに掛け、患者の鼻に向かって
上向きに延びることができる。ストリップ２０８８は、ストリップ２０８８、したがって
患者インターフェイス構造２０００を患者の顔面と係合させて固定するために、患者の鼻
の側部と係合するように構成された接着タブ２０９０を備えることができる。
【００４０】
１．２．１　接着固定第１の実施形態
　図１１ａおよび１１ｂを参照すると、別の実施形態による患者インターフェイスシステ
ムは、患者１の鼻に接着接続されたクッション５０４の形の患者インターフェイス構造を
備えることができる。クッション５０４は、例えば格納式管２００８によって呼吸可能な
気体の供給部に接続可能なフレームまたは支持体５００に接続させることができる。フレ
ーム５００は、密封リング５０２によって格納式管２００８に接続させることができる。
密封リング５０２は、格納式管２００８およびフレーム５００が互いに対して旋回可能で
あるように、格納式管２００８をフレーム５００に接続させることができる。格納式管の
使用により、患者インターフェイス構造にあまり大きくない管抗力が加えられ、したがっ
て、鼻孔および／または口でのマスクシールのより効果的な維持が可能になる。
【００４１】
　接着剤は、２つの隣接する部材、例えばクッション５０４および患者１の鼻を機械的ま
たは化学的に接合または結合させることができる粘着性要素であってもよい。接着剤は、
強制性を最小限に抑えながら、クッション５０４を含む患者インターフェイスシステムを
定位置に維持するように構成されている。患者インターフェイスシステムにより、患者は
あらゆる位置で眠ることが可能になり、患者の顔面のいかなる部分も覆い隠さず、それに
よって患者が例えば眼鏡またはアイシールドを着用することが可能になる。患者の顔面へ
の接着剤の取り付けは容易および直観的であり、ユーザにとって使いやすいインターフェ
イスを与える。現在利用可能な他の患者インターフェイス構造およびシステム、例えばＲ
ｅｓＭｅｄ社のＳＷＩＦＴ　ＩＩ（商標）と比べて、図１１ａおよび１１ｂの接着固定さ
れた患者インターフェイスシステムはより小さい。外観がより小さいので、患者インター
フェイスシステムはまた、あまり医療用のように見えなく、呼吸治療に対する患者の心理
的障壁を小さくし、したがって患者にとってより魅力的である可能性がある。より小さい
外観はまた、より多くの人が睡眠時無呼吸の治療を求めるように刺激し促すことができる
。
【００４２】
　サンプル実施形態では、患者１の顔面上に患者インターフェイスシステムを置くために
接着剤を使用することができる。一形態では、接着剤はインターフェイスシステムの密封
機構にいかなる力も加えないことがある。すなわち、クッション５０４を含むインターフ
ェイスの密封は、患者の顔面への取り付けとは独立している、または分離している。これ
は、接着剤によって患者の顔面にあまり大きな力が加えられないので、インターフェイス
システムは患者が着用するのがより快適であるということを意味する。他のサンプル実施
形態では、接着剤は、インターフェイスを患者の顔面に配置する、または配置し密封する
ことができる唯一の構造ではない可能性がある。例えば、インターフェイスを配置するた
めに、ヘッドギアを接着剤と合わせて使用することもできる。
【００４３】
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　１つのサンプル実施形態では、クッション５０４は、例えば二重壁シリコーン、発泡体
、またはゲルクッションによって患者の鼻孔および／または口上で密封することができる
。別のサンプル実施形態では、クッションは、患者の鼻孔および／または口上で密封しな
い可能性があり、例えば（１つまたは複数の）鼻カニューレを備えることもできる。
【００４４】
１．２．２　接着固定第２の実施形態
　図１２を参照すると、本発明の別のサンプル実施形態では、患者インターフェイスシス
テムは、フレームまたは支持体５００に接続されたクッション５０４を備えている。フレ
ーム５００は、例えば密封リング５０２によってフレーム５００に接続された格納式管２
００８によって、呼吸可能な気体源に接続されている。図１２に示すように、クッション
５０４およびフレーム５００は、患者の鼻孔の周りの領域を囲むように湾曲している。湾
曲したフレーム５００は、より高いおよび／またはより小さい鼻孔を有する患者に対して
より優れた密封係合を行うことができる。クッション５０４は、患者１の鼻に接着接続さ
せることができる。
【００４５】
１．２．３　接着固定第３の実施形態
　図１３ａ～１３ｆを参照すると、患者インターフェイスシステムは、接着剤を含むスト
ラップ５０６によって患者１の鼻と密封係合させて保持されるように構成された、患者イ
ンターフェイス構造、例えばクッション５０４を備えることができる。ストラップ５０６
は、クッション５０４を鼻孔に近接して保持するために、患者の鼻の側部に接着接続され
るように構成されている。クッション５０４は、上に論じたように、例えば格納式管２０
０８によって呼吸可能な気体源に接続させることができる。また、クッション５０４をス
トラップ５０６によって支持することができ、クッション５０４は、例えば管をクッショ
ン５０４に旋回可能に結合させることができる密封リング５０２によって管に接続させる
ことができる。
【００４６】
　クッション５０４は、密封リング５０２を受けるように構成された開口部５２２を備え
ることができる。クッションはさらに、呼吸可能な気体の流れが管６によって中に運ばれ
る鼻呼吸キャビティ５２０を画定する。
【００４７】
　図１３ｃ～１３ｆに示すように、ストラップ５０６がクッション５０４と密封リング５
０２の間に設けられている。ストラップ５０６は、ストラップのクッション５０４と同じ
側に設けられた接着剤５０８を含むことができる。ストラップ５０６は、ストラップ５０
６を患者の鼻の側部周りで折り畳むことを可能にするように実質的に可撓性であってもよ
い。
【００４８】
１．２．４　接着固定第４の実施形態
　図１４を参照して、クッション５０４を備えた患者インターフェイス構造は、ほぼ矩形
の構成を有することができる。クッション５０４は、クッション５０４の形状にほぼ対応
する形状を有する鼻呼吸キャビティ５２０を画定する。接着剤５０８は、密封リング５０
２に接続するために構成されたクッション５０４の側部に設けることができる。接着剤５
０８は、上に説明したのと同様の方法でクッション５０４をストラップに接続させるため
に使用することができる。
【００４９】
１．２．５　接着固定第５の実施形態
　図１５を参照すると、接着ストリップ２０３２は、患者インターフェイス構造、例えば
クッション２０００を備えた患者インターフェイスシステムを患者１の鼻孔と密封係合さ
せて維持するように構成することができる。接着ストリップ２０３２は、患者インターフ
ェイス構造２０００と接着係合するように構成された底部２０３１、および患者１の鼻梁
と接着係合するように構成された上部２０３３を備えている。接着ストリップ２０３２は



(23) JP 2016-5792 A 2016.1.14

10

20

30

40

50

、患者インターフェイス構造２０００をより良く支持するための構造および／または力保
存を提供する補強材２０３４を備えることができる。補強材は、例えばプラスチックまた
は金属ストリップを備えることができる。接着ストリップ２０３２に与えられた接着剤は
、接着ストリップ２０３２の全長に沿って連続して与える必要はない。例えば、図１５に
示すように、接着剤は、間の部分ではなく、底部２０３１と上部２０３３に与えることが
できる。
【００５０】
１．２．６　接着固定第６の実施形態
　図１６に示すように、患者インターフェイス構造２０００を備えた患者インターフェイ
スシステムは、患者の顔面、例えば鼻と係合するように構成されたコネクタ２０３６を備
えることができる。接着タブ２０３８は、患者インターフェイス構造２０００を患者の鼻
孔と密封係合させて接着固定するために、コネクタ２０３６の端部に設けることができる
。患者インターフェイス構造２０００の鼻突起、またはノズル２００２は、患者の鼻孔と
密封係合するように構成された発泡体シリンダ２０４０を備えることができる。シリンダ
２０４０は、例えば耳栓に使用されるとの同様の発泡体で形成することができる。
【００５１】
１．２．７　接着固定第７の実施形態
　図１７を参照すると、患者インターフェイス構造、例えばクッション２００１を備えた
患者インターフェイスシステムは、例えば剥離紙２０４６によって覆われる接着剤２０４
４を含むことができる。クッション２００１は、平面インターフェイス２０４８を含むマ
スクフレームまたはシェル２０４２に接着固定させることができる。接着剤２０４４は、
剥離紙２０４６の除去、およびインターフェイス２０４８に沿ったクッション２００１お
よびマスクフレームまたはシェル２０４２の係合の際に、クッション２００１をマスクフ
レームまたはシェル２０４２に接着させる両面接着剤であってもよい。クッション２００
１は、例えば、マスクフレーム２０４２に接続されたヘッドギアアセンブリ（図示せず）
によって患者の顔面と密封係合させて保持することができる。
【００５２】
１．２．８　接着固定第８の実施形態
　図１８に示すように、本発明の別のサンプル実施形態によると、柔軟マスク２０５０を
備えた患者インターフェイス構造を、患者の顔面に塗布された接着剤２０５２によって患
者１の顔面に取り付けることができる。この場合、接着剤２０５２は、シールとして働く
ように、または柔軟マスク２０５０と患者１の顔面の間にシールを形成するのを助けるよ
うに構成されている。図示するように、柔軟マスク２０５０は、フルフェースマスク、す
なわち患者の口および鼻道を覆うように構成されたマスクの形であるが、柔軟マスク２０
５０は患者の口のみ、または患者の鼻道のみを覆うように構成することもできることを理
解されたい。
【００５３】
１．２．９　接着固定第９の実施形態
　図１９を参照すると、患者インターフェイスシステムは、患者インターフェイス構造、
例えばクッション２０００を備えている。呼吸可能な気体の流れは、患者の鼻の両側に延
びるカニューレ分岐２ａ、２ｂを備えたカニューレ２によって患者インターフェイス構造
２０００に送ることができる。図１９に示すように、カニューレ２、および分岐２ａ、２
ｂは、患者の鼻の上の位置から呼吸可能な気体の流れを運ぶことができる。カニューレ２
は、接着テープ５１０によって患者の顔面、例えば額に固定させることができる。
【００５４】
　カニューレ分岐２ａ、２ｂは、患者インターフェイス構造２０００によって画定された
鼻呼吸キャビティに呼吸可能な気体の流れを送るために、患者インターフェイス構造２０
００に接続させることができる。例えば、患者インターフェイス構造２０００は、カニュ
ーレ分岐２ａ、２ｂを受ける開口部を備えることができる。別の実施例として、カニュー
レ分岐２ａ、２ｂが患者の鼻の鼻孔内への挿入のために、患者インターフェイス構造２０
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００を通して延びているように、カニューレ分岐２ａ、２ｂを患者インターフェイス構造
２０００に接続することができる。
【００５５】
　一変更形態では、患者インターフェイス構造２０００は、鼻突起またはまくらを備える
ことができ、インターフェイスシステムは、ヘッドギア、例えばストラップ、および／ま
たは接着テープ５１０を備えることができる。
【００５６】
１．２．１０　接着固定第１０の実施形態
　図２０ａおよび２０ｂを参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、患者の頭
部の周りに延びるように構成された、ストラップ５１２、例えば弾性ストラップによって
患者の鼻の定位置に保持させることができる。ストラップ５１２は、患者の耳の下に延び
ることができるが、ストラップは患者の耳の上に延びることができる、またはストラップ
は患者の耳の下に延びる部分、および患者の耳の上に延びる部分を含むように分岐させる
ことができることを理解されたい。
【００５７】
　第２のストラップ５１４は、両端部がストラップ５１２に接続され、患者の鼻梁にわた
って延びることができる。ストラップ５１４は、例えば管抗力が患者インターフェイス構
造２０００に作用する場合に、患者インターフェイス構造２０００を患者の鼻の定位置に
固定するのを助けるために接着剤を含むことができる。
【００５８】
　呼吸可能な気体の流れは、患者の顔面の各側部に沿って延びる２つのカニューレ分岐２
ａ、２ｂを備えたカニューレ２によって、患者インターフェイス構造２０００まで運ぶこ
とができる。カニューレ分岐２ａ、２ｂは、管抗力の影響をさらに小さくするために、ス
トラップ５１２に固定させることができる。
【００５９】
１．２．１１　接着固定第１１の実施形態
　図２１を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、患者の頭部周りに延びる
ように構成された、ストラップ５１２、例えば弾性ストラップによって患者の鼻の定位置
に保持されている。接着剤を含むことができる第２のストラップ５１４は、両端部がスト
ラップ５１２に接続され、患者の鼻梁にわたって延びている。カニューレ２は、患者イン
ターフェイス構造２０００に呼吸可能な気体の流れを運ぶために、患者インターフェイス
構造２０００に接続させることができる。
【００６０】
１．２．１２　接着固定第１２の実施形態
　図２２および２３を参照すると、患者インターフェイス構造は、接着ストリップ２０６
０によって患者１の顔面と係合させて保持することができる患者インターフェイス構造２
０００を備えることができる。接着ストリップ２０６０は、患者インターフェイス構造２
０００の両側に設けられ、患者１の鼻の側部と係合するように構成されている。図２２お
よび２３に示すように、１対の接着ストリップ２０６０が、患者インターフェイス構造２
０００を患者１に固定するために設けられている。各接着ストリップ２０６０は、患者１
の顔面への接着ストリップ２０６０の取付の個別調節を行うために、患者インターフェイ
ス構造２０００に個別に接着させることができる。
【００６１】
１．２．１３　接着固定第１３の実施形態
　図２４および２５を参照すると、本発明の別のサンプル実施形態では、接着ストリップ
２０６２は、患者インターフェイス構造２０００の開口部２００６と同一平面状に延びる
ように構成された開口部２０６４を備えている。ホースまたは管２００８は、接着ストリ
ップ２０６２の開口部２０６４を通して患者インターフェイス構造２０００に固定可能で
ある。接着ストリップ２０６２の開口部２０６４は、運搬管２００８、および／または管
２００８を患者インターフェイス構造２０００に接続させる密封リングのいずれかの周り
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でループ状になるように構成されている。
【００６２】
　図２６に示す一変更形態では、接着ストリップ２０６６は、管２００８および／または
密封リングの周りでループ状になるように構成された半円形ループ２０６８を備えている
。図２６に示すように、ループ２０６８は管２００８の上部の周りに延びているが、ルー
プ２０６８が管２００８の下に延びることもできることを理解されたい。
【００６３】
１．２．１４　接着固定第１４の実施形態
　図２７および２８を参照すると、接着ストリップ２０７０は、患者の顔面の側部、例え
ば頬と係合するように構成された横ストリップ２０７２を備えている。鼻梁ストリップ部
２０７４は、患者の鼻梁に沿って延びるように構成され、患者の鼻梁にわたって横に延び
るように構成された鼻梁横ストリップ２０７６まで延びている。図２７に示すように、接
着ストリップ２０７０は運搬管２００８の上部周りに延びるループ２０７１を含んでいる
が、接着ストリップ２０７０は、図２４に示すものと同様の開口部を含み、運搬管２００
８の周りに完全に延びることができることを理解されたい。
【００６４】
１．２．１５　接着固定第１５の実施形態
　図２９を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、１対の鼻まくら５０５（
１つのみ図示）を備えることができる。各鼻まくら５０５は、ほぼ円筒形部５０７、およ
び患者の鼻孔と密封係合するように構成された円錐部５０９を備えることができる。患者
インターフェイス構造２０００は、鼻呼吸キャビティ５２０を画定する可撓性ベース部５
１９を備えることができる。このような可撓性ベース部は、例えば、その全体の内容を参
照として援用する、２００８年１０月２２日出願の国際特許出願公開第ＰＣＴ／ＡＵ２０
０８／００１５５７号に開示されている。１対の鼻まくら５０５は、密封リング５０２に
よって患者インターフェイス構造２０００に接続された管によって運ばれる呼吸可能な気
体の流れに接続させることができる。クッション５０４が上に記載したのと同様の方法で
ストラップに接続することができるように、接着剤５２９をベース部５１９の底部に与え
ることができる。
【００６５】
　鼻まくらは、それぞれ全体の内容を本明細書に参照として援用する、米国特許出願公開
第２００７／０１４４５２５Ａ１号および第２００６／０２８３４６１Ａ１号、および２
００８年１０月２２日出願の国際特許出願公開第ＰＣＴ／ＡＵ２００８／００１５５７号
に開示するようなものであってもよい。また、鼻まくらは、例えば全体の内容を本明細書
に参照として援用する、米国特許第７，３１８，４３７号に記載されているようなもので
あってもよいことを理解されたい。さらに、鼻まくらに加えて、患者インターフェイス構
造は、例えば米国特許第４，７８２，８３２号（Ｔｒｉｍｂｌｅ特許）、米国特許第７，
２０１，１６９号（Ｗｉｌｋｉｅ他特許）、米国特許第７，０５９，３２８号（Ｗｏｏｄ
特許）、および国際特許出願公開第ＷＯ２０００／０７４７５８号（Ｌｏｖｅｌｌ特許）
に開示されているような鼻まくらまたは突起を含むことができることを理解されたい。ま
た、（１つまたは複数の）カニューレおよび／または鼻まくらまたは突起は、雑音を減ら
すことができるように空気流を拡散させるように構成された機構を含むことができること
を理解されたい。このような機構は、例えばそれぞれ全体の内容を本明細書に参照として
援用する、米国特許出願公開第２００９／００４４８０８Ａ１号、および国際特許出願公
開第ＷＯ２００８／０１４５４３Ａ１号に開示されている。
【００６６】
１．２．１６　接着固定第１６の実施形態
　図３０を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、例えば透明または半透明
な可撓性材料で形成されたフレーム２０７８によって支持することができる。フレーム２
０７８は、患者インターフェイス構造２０００の開口部２００６と同一平面であるように
構成された開口部２０７９を備えている。フレーム２０７８はまた、フレーム２０７８を
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患者の顔面に接着固定させるように構成された接着剤２０８０、例えば接着ストリップを
備えている。
【００６７】
１．２．１７　接着固定第１７の実施形態
　図３１～３３を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、運搬管または導管
を患者インターフェイス構造２０００に接続させるように構成された密封リング２０９２
に接続させることができる。密封リング２０９２は、患者インターフェイス構造２０００
の可撓性ベース部２０１４に沿って延びるように構成されたシュラウド２０９４を備える
ことができる。図３３に示すように、接着ストリップ２０９６（１つのみ図示）は、患者
インターフェイス構造２０００を患者の気道と密封係合させて固定するように、シュラウ
ド２０９４、および患者の顔面、例えば患者の鼻の側部に沿って固定させることができる
。
【００６８】
１．２．１８　接着固定第１８の実施形態
　図３４を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、接着剤２１００によって
患者の顔面に固定される、補強要素または剛性化剤２０９８に接続させることができる。
補強要素または剛性化剤２０９８は、例えば非シリコーンで形成することができ、接着剤
は非シリコーン構成要素を固定するために選択することができる。また、他の非シリコー
ン構成要素を患者の顔、例えば密封リングまたはヘッドギアに結合させるために接着剤を
使用することができることを理解されたい。
【００６９】
１．２．１９　接着固定第１９の実施形態
　図３５に示すように、患者インターフェイス構造２０００は、両側に延びるコネクタ２
１０２を備えることができる。コネクタ２１０２は、薄くされたコネクタ２１０２の一部
によって形成することができるヒンジ２１０６を備えることができる。コネクタ２１０２
の端部は、コネクタ２１０２と共成形あるいは一体化された粘着ゲルであってもよい接着
剤２１０４を備えることができる。ゲル接着剤２１０４の粘着性により、ゲルが患者の顔
面に接着し、それによって患者インターフェイス構造２０００の鼻突起またはまくら２０
０２が患者と密封係合して固定される。
【００７０】
１．２．２０　接着固定第２０の実施形態
　図３６を参照すると、患者インターフェイス構造２０００の鼻突起またはまくら２００
２は、例えば患者インターフェイス構造２０００と共成形された粘着ゲルであってもよい
接着剤２１０８を備えることができる。接着剤２１０８はそれによって、患者インターフ
ェイス構造２０００の密封インターフェイスに設けられている。図３７に示すように、鼻
突起またはまくら２００２上に与えられた接着剤２１０８に加えて、例えば粘着ゲルの形
の追加の接着剤２１１０を、患者の顔面との密封係合を形成しない位置で患者インターフ
ェイス構造２０００の可撓性ベース部２０１４上に与えることができる。したがって、接
着剤２１１０は、例えば患者の上唇および／または頬に接着させることができる。
【００７１】
　図３８および３９を参照すると、患者インターフェイス構造２０００のベース部２０１
４上の共成形された粘着ゲルであってもよい接着剤２１１２は、患者インターフェイス構
造２０００を患者の上唇２１１４に接着固定させるように構成されている。
【００７２】
１．２．２１　接着固定第２１の実施形態
　図４０～４２を参照すると、患者インターフェイスシステムは、患者インターフェイス
構造２０００に接着固定可能な接着ストリップ２１１６を備えることができる。図４１に
示すように、接着ストリップ２１１６は、２つの部分に分割される接着剤を含むことがで
きる。接着剤２１１８は、例えばシリコーン材料で形成することができる患者インターフ
ェイス構造２０００に接着ストリップ２１１６を固定するように構成されている。接着ス



(27) JP 2016-5792 A 2016.1.14

10

20

30

40

50

トリップ２１１６はまた、患者の皮膚に接着固定するように構成された接着剤２１２０を
含むことができる。インターフェイス構造２０００を患者の皮膚に固定する接着剤２１２
０は、例えば合成ゴム（例えば、親水コロイド）であってもよい。
【００７３】
　接着剤２１２０は、図４０に示すように、患者の顔面への患者インターフェイス構造２
０００の適合の調節を可能にするように、ストリップ２１１６を患者の顔面に剥離可能に
接着することができる。
【００７４】
１．２．２２　接着固定第２２の実施形態
　図４３および４４を参照すると、本発明の別のサンプル実施形態では、患者インターフ
ェイス構造２０００は、接着ストリップ２１２２が患者インターフェイス構造２０００に
固定される場合に、患者インターフェイス構造２０００の開口部２００６と同一平面であ
るように構成された開口部２１２６を備えたループ２１２４を含む接着ストリップ２１２
２に接着固定されている。ループ２１２４は、例えば患者インターフェイス構造２０００
のシリコーン材料に接着するように構成された接着剤２１１８を備えている。接着ストリ
ップ２１２２の端部は、患者の皮膚に接着するように構成された接着剤２１２０を含むこ
とができる。
【００７５】
　図４０～４４に示す患者インターフェイスシステムはシステムに設けられた１つまたは
２つの接着ストリップを示しているが、多数の、例えば３つまたは４つの接着ストリップ
を設けることもできることを理解されたい。システムの各接着ストリップは、２つの接着
領域、すなわち患者インターフェイス構造係合接着剤、および患者または皮膚係合接着剤
を備えることができる。
【００７６】
１．２．２３　接着固定第２３の実施形態
　図４５～４７を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、両側から延びるコ
ネクタストリップ２１２８を備えることができる。コネクタストリップ２１２８は、患者
インターフェイス構造２０００と一体的に形成することができる、または患者インターフ
ェイス構造２０００と別々に設け固定することができる。コネクタストリップ２１２８の
端部は、両面接着ストリップ２１３０、２１３２を含むことができる。両面接着ストリッ
プ２１３２は、例えばシリコーンで形成することができる、コネクタストリップ２１２８
の材料に固定するように構成された接着剤を含むことができる。両面接着ストリップ２１
３０は、コネクタストリップ２１２８を患者の皮膚に固定するように構成された接着剤を
含むことができる。接着ストリップ２１３０は、例えば合成ゴムであってもよい。
【００７７】
　中間部２１３４は、不浸透性バリアを形成し、各両面接着ストリップ２１３０、２１３
２の汚染を防ぐために、両面接着ストリップ２１３０と２１３２の間に設けることができ
る。しかし、両面接着ストリップ２１３０、２１３２を、その間の中間部なしで互いに結
合することができる、または単一の両面接着ストリップを各コネクタストリップ２１２８
に設けることができることを理解されたい。
【００７８】
２．０　接着剤および追加の締付装置を使用した位置決めおよび安定化
　患者インターフェイス構造を患者の顔面と係合させて位置決めおよび安定化するために
、接着剤に加えて締付装置を提供することが望ましい可能性がある。追加の締付装置、ま
たは材料の使用により、患者インターフェイス構造の位置、および／または締付装置の位
置を調節して、呼吸可能な気体の流れを介して効率的な治療を行いながら快適な適合を与
えることが可能になる。
【００７９】
２．１．１　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１の実施形態
　図４８および４９を参照すると、接着ストリップ２１３６は、その両側にフックまたは
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ループファスナ材料２１３８を含むことができる。接着ストリップ２１３６は、フックま
たはループファスナ材料２１３８がストリップ２１３６の上部に設けられた状態で、例え
ば鼻梁または頬にわたって患者の顔面に塗布させることができる。フレームまたは支持体
２１４０は、可撓性ベース部および１対の鼻まくらまたは突起を備えることができる、患
者インターフェイス構造２０００と係合することができる。フレームまたは支持体２１４
０は、患者インターフェイス構造２０００を患者の気道と密封係合させて固定するために
、接着ストリップ２１３６のフックまたはループファスナ材料２１３８と係合するように
構成された対応するループおよびフックファスナ材料２１４２を備えている。
【００８０】
　図４８に示すように、フックまたはループファスナ材料２１３８は、ストリップ２１３
６の両方の部分に設けられている。フックおよびループファスナ材料は、接着ストリップ
２１３６にわたって連続することができる、または接着ストリップ２１３６の区域または
領域に設けることができることを理解されたい。
【００８１】
　フレームまたは支持体２１４０は、あらゆる方法、例えば糊付け、共成形または締まり
ばめによって、患者インターフェイス構造２０００に接続させることができる。また、フ
ックおよびループファスナ材料２１３８、２１４２は金属またはプラスチックなどのあら
ゆる材料で形成することができることを理解されたい。
【００８２】
２．１．２　接着剤およびフックおよびループ締付材料第２の実施形態
　図５０ａ～５０ｃを参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、両端部にコネ
クタストリップ２１４４を備えることができる。コネクタストリップ２１４４は、接着ス
トリップ２１３６のループまたはフックファスナ材料２１３８に固定可能なフックまたは
ループファスナ材料２１４５を含むことができる。コネクタストリップ２１４４は、上に
記載したように、例えばループ２０１８、２１４７を通して患者インターフェイス構造２
０００に接続させることができる。例えば、ループ２０１８は、患者インターフェイス構
造２０００の可撓性ベース部２０１４の両側に一体的に形成することができる。別の実施
例では、コネクタストリップ２１４４は密封リング２０２８、または患者インターフェイ
ス構造２０００に接続された旋回肘２００８に接続させることができる。
【００８３】
　図４８～５０ｃに示すように、接着ストリップ２１３６は、ファスナ材料および／また
は接着剤が与えられない領域を含むことができる。例えば、ファスナ材料２１３８の間の
接着ストリップ２１３６の一部は、ファスナ材料および／または接着剤を備えることがで
きない可能性がある。接着ストリップ２１３６はまた、例えば図４８に示すように、接着
ストリップを患者または臨床医の指に係合させて、接着ストリップ２１３６からの支持体
２１４０またはコネクタ２１４４の取り外しを容易にする、および／または患者の顔面か
らの接着ストリップ２１３６の取り外しを容易にするファスナ材料および／または接着剤
を含んでいない周辺領域を含むことができる。
【００８４】
２．１．３　接着剤およびフックおよびループ締付材料第３の実施形態
　図５１ａおよび５１ｂを参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、可撓性ベ
ース部２０１４、および可撓性ベース部２０１４の各側部に設けられたコネクタ２２００
を備えている。コネクタ２２００はそれぞれ、上に設けられたフック材料２２０２を含む
ことができる。フック材料２２０２は、コネクタ２２００に接着された接着ストリップ上
に設けることができる。しかし、フック材料を他の機構によってコネクタ２２００に取り
付けることもできることを理解されたい。
【００８５】
　フック材料２２０２は、患者の鼻梁にわたって置かれるように構成された接着鼻ストリ
ップ（図示しないが、例えば図５ａ～５０ｃに示す接着ストリップ２１３６と同様であっ
てもよい）の上に設けられたループ材料と係合するように構成されている。また、コネク
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タ２２００はループ材料が上に与えられてもよく、接着鼻ストリップはフック材料が上に
与えられていてもよいことを理解されたい。
【００８６】
　ワイヤ２２０４は、コネクタ２２００の間で接続させることができる。例えば、ワイヤ
２２０４の端部は、フック材料２２０２が上に与えられる接着ストリップによってコネク
タ２２００に接続させることができる。フック材料２２０２が、患者の鼻梁にわたって接
着される接着鼻ストリップのループ材料に接続される場合に、患者の小鼻を外に向かって
広げるようにワイヤ２２０４を予め装填することができる。
【００８７】
　ワイヤを、例えば金属で形成することができ、接着剤、共成形、またはあらゆる他の機
構によってループまたはフック材料２２０２に接続することができる。
【００８８】
２．１．４．　接着剤およびフックおよびループ締付材料第４の実施形態
　図５２ａおよび５２ｂを参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、可撓性ベ
ース部２０１４、および可撓性ベース部２０１４に接続し、フック材料２２０２を含むコ
ネクタ２２００に沿って延びる１対のワイヤ２２０６を備えることができる。ワイヤ２２
０６は、フック材料２２０２が患者の鼻梁にわたって接着鼻ストリップのループ材料に接
続される場合に、患者の小鼻を外に向かって広げるために、コネクタ２２００に外向き偏
倚を与えるように構成することができる。ワイヤ２２０６を、例えば金属で形成すること
ができ、例えば接着剤または共成形によってコネクタ２２００に接続することができる。
【００８９】
２．１．５　接着剤およびフックおよびループ締付材料第５の実施形態
　図５３を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、ヘッドストラップ２２１
０によって患者の鼻にわたって保持された鼻キャップ２２１２に締め付けられたコネクタ
２２０８によって、患者の鼻孔と係合させて保持させることができる。鼻キャップ２２１
２は、コネクタ２２０８の上に与えられたフック材料で締め付けるループ材料を含むこと
ができ、または逆も同様である。
【００９０】
　ヘッドストラップ２２１０は、患者の頭部周りでループ状になっており、患者の眼を避
けるように患者の耳の上に掛かっている。鼻キャップ２２１２は、患者の鼻の全てまたは
一部を覆うように構成することができる。ヘッドストラップ２２１０および／または鼻キ
ャップ２２１２は、剛性材料、または可撓性材料（例えば、ＴＰＥ）、または剛性および
可撓性材料の組合せで作ることもできる。
【００９１】
　コネクタ２２０８は、他の締付機構、例えば磁気または静電機構によって鼻キャップ２
２１２に接続することもできることを理解されたい。
【００９２】
２．１．６　接着剤およびフックおよびループ締付材料第６の実施形態
　図５７を参照すると、患者インターフェイスシステムは、患者の頭部周りに延びるよう
に構成されたヘッドストラップ２２２４を備えることができる。ヘッドストラップ２２２
４は、調節機構２２３０、例えばフックまたはループ締付材料を備えることができる。補
強要素または剛性化剤２２２６は、例えばそれぞれのループまたはフック締付材料によっ
て調節機構２２３０に接続させることができる。剛性化剤２２２６は、剛性化剤２２２６
の位置の調節を可能にするように、ヘッドストラップ２２２４に沿って回転または摺動さ
せることができる。各剛性化剤（１つのみが図５７に図示されている）は、例えば患者イ
ンターフェイス構造に設けられたコネクタに接続させることによって、患者の鼻と係合す
る患者インターフェイス構造に接続するように構成されたコネクタ２２２８を備えること
ができる。コネクタ２２２８は、フックまたはループ締付材料、磁気、または静電接続機
構であってもよい。
【００９３】
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２．１．７　接着剤およびフックおよびループ締付材料第７の実施形態
　図５９ａおよび５９ｂを参照すると、フックファスナ材料を含んだ接着ストリップ２１
６４を、例えば患者の鼻梁に固定することができる。マスクフレームおよびクッションを
備えることができる患者インターフェイス２１６６、例えば鼻マスクは、接着ストリップ
２１６４のフックファスナ材料と係合するように、その内部にループファスナ材料２１６
８を備えることができる。図５９ｂに示すように、患者は、鼻マスク２１６６のループフ
ァスナ材料２１６８を接着ストリップ２１６４のフックファスナ材料と固定させることに
よって、鼻マスク２１６６を密封係合させて固定する。
【００９４】
　フックファスナ材料２１６８は、鼻マスクのフレームの内側表面、例えば鼻梁領域に置
かれる。鼻マスク２１６６のフレーム内のループファスナ材料２１６８は、対応するフッ
クファスナ材料を備えた接着ストリップ２１６４が取り付けられる患者の鼻と接触するよ
うに、「蓄積する」または厚くする必要がある可能性がある。
【００９５】
　また、図示した構成は、フックおよびループ材料の取り付けのための唯一の可能な位置
ではないことを理解されたい。例えば、マスクはフルフェースマスクであってもよく、（
１つまたは複数の）接着ストリップ２１６４を、例えば頬領域、上唇領域、および／また
は顎領域に設けることができる。フックおよびループ材料はまた、逆の構成、すなわちフ
ックファスナ材料がマスクの内側でループファスナ材料が接着ストリップ上にあってもよ
い。
【００９６】
　図４８～５３、５７および５９ａ～５９ｂに示す実施形態は、フックおよびループファ
スナ材料を含んでいる。しかし、他の形の取付、例えば磁石も使用することができること
を理解されたい。磁石は、接着ストリップおよび／またはフレームまたは支持体および／
またはコネクタストリップ２１４４に設けることができる。磁石は、あらゆる方法によっ
て、例えば糊付け、溶接、共成形、または締まりばめによって接続させることができる。
【００９７】
　接着ストリップ２１６４は、患者の鼻梁にわたって延びるが、眼の下の柔らかい皮膚を
避けるように構成することができる。接着ストリップ２１６４はまた、鼻が患者の頬の側
部に触れるしわに沿って延びないように構成することもできる。接着ストリップ２１６４
はまた、動く患者の顔面の領域を覆わないように構成することもできる。接着ストリップ
２１６４は、患者インターフェイス構造を接着ストリップに組み付け、フックおよびルー
プファスナ材料の間の接続を維持するのに十分大きい面積を有することができる。
【００９８】
２．１．８　接着剤およびフックおよびループ締付材料第８の実施形態
　図７８～８１を参照すると、患者インターフェイスシステムは、両側にコネクタ６００
２を有する患者インターフェイス構造６０００を含んでいる。コネクタ６００２は、患者
インターフェイス構造６０００と一体的に形成することができるが、患者インターフェイ
ス構造６０００と別々に設け取り付けることができることを理解されたい。呼吸可能な気
体の流れは、肘６００６によって患者インターフェイス構造６０００に接続される管また
は導管２００８を通して運ばれる。患者インターフェイス構造６０００は、コネクタ６０
０２と接続されるように構成された接着ストリップ６００４によって、患者の気道と密封
係合させて患者に固定されている。コネクタ６００２は、接着ストリップ６００４上のル
ープ締付材料と係合するフック締付材料６００８を有することができる。図８０および８
１に示すように、例えばフックファスナ６００８をコネクタ６００２に超音波溶接するこ
とによって、フックファスナ６００８をコネクタ６００２に固定することができる。フッ
クファスナ６００８をコネクタ６００２に超音波溶接することを可能にするために、すな
わちフックファスナの損傷を防ぐために、裏当てパッド６０１０をコネクタ６００２の反
対側に設けることができる。
【００９９】
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２．１．９　接着剤およびフックおよびループ締付材料第９の実施形態
　図８２～８４を参照すると、別のサンプル実施形態では、患者インターフェイス構造６
０００は、肘６０１２に接続されたコネクタ６０１４によって患者の気道と密封係合させ
て保持することができる。コネクタ６０１４の端部６０２０は、患者の鼻梁にわたって接
着させた接着ストリップ６００４上に設けられたループファスナと係合するフックファス
ナを含むことができる。図８４に示すように、フックファスナ６０１６を、例えば超音波
溶接によってコネクタ６０１４の端部６０２０に接続させることができる。コネクタ６０
１４は、コネクタ６０１４の端部６０２０が患者インターフェイス構造６０００の周りに
延び、接着ストリップ６００４と係合するのを可能にする活性ヒンジ６０１８を含むこと
ができる。
【０１００】
２．１．１０　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１０の実施形態
　図８５～８７に示すように、別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステ
ムは、患者の気道、例えば鼻孔と密封係合するように構成された患者インターフェイス構
造６０００を備えている。患者インターフェイス構造６０００は、患者の鼻孔と係合する
ように構成された鼻パフまたはまくらまたは突起を含むことができる。コネクタ６０２２
は、コネクタ６０２２の端部を患者インターフェイス構造６０００に固定する保持部６０
２４によって患者インターフェイス構造６０００に接続されている。患者インターフェイ
ス構造６０００は、スロットを含むことができ、このスロットを通して保持部６０２４が
患者インターフェイス構造６０００に係合するまで、コネクタ６０２２を挿入することが
できる。図８７に示すように、コネクタ６０２２は、例えば超音波溶接によってコネクタ
に接続されたフックファスナ６０２６を含んでいる。コネクタ６０２２は、例えば織物で
形成することができる。コネクタ６０２２の保持部６０２４は、熱によって形成すること
もできる。
【０１０１】
２．１．１１　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１１の実施形態
　図１３５～１３７を参照すると、患者インターフェイス構造６０００は、肘６００６に
よって呼吸可能な気体の流れを送る管２００８に接続させることができる。患者インター
フェイス構造６０００はまた、患者の鼻に接着された接着ストリップ６００４上に設けら
れたループファスナと係合するフックファスナ６２３４を含むコネクタ６２３０を備える
ことができる。コネクタ６２３０は、フックファスナ６２３４を含むコネクタ６２３０の
端部に平行移動される捩り力を小さくする厚み部６２３２を含むことができる。
【０１０２】
２．１．１２　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１２の実施形態
　図１３８および１３９を参照すると、コネクタ６２３６は、コネクタ６２３６の全長に
わたって厚くすることができる。コネクタ６２３６は、本明細書に開示する他のサンプル
実施形態より剛性があるが、患者により安心感を与えることができる。
【０１０３】
２．１．１３　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１３の実施形態
　図１４０および１４１を参照すると、患者インターフェイス構造６０００のコネクタ６
２３８は、コネクタ６２３８の剛性化を行うコネクタ６２３８の縁部にリッジ６２４０を
含むことができる。リッジ６２４０により、患者の鼻への適合を行うが、患者の鼻の側部
に沿ってコネクタ６２３８の長手方向と垂直な方向により堅い感じを与えるように、コネ
クタ６２３８をコネクタ６２３８の長手軸の周りで捩ることが可能になる。
【０１０４】
２．１．１４　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１４の実施形態
　図１４２および１４３に示すように、別のサンプル実施形態によると、患者インターフ
ェイス構造６０００のコネクタ６２４２は、フックファスナ６２３４に対応する位置で狭
くなる厚み部６２４４を含んでいる。この配置により、快適性を維持しながら、患者に安
心感を与えることができる。
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【０１０５】
２．１．１５　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１５の実施形態
　図１４４～１４６を参照すると、患者インターフェイス構造６０００のコネクタ６２４
８は脚部６２５０を含んでいる。最も安全および快適な適合を与えるように、脚部６２５
０の長さを個別の患者に対して調節することができる。
【０１０６】
２．１．１６　接着剤およびフックおよびループ締付材料第１６の実施形態
　図１４７および１４８に示すように、患者の鼻梁から上唇領域まで延びるように、ルー
プファスナを含む接着ストリップ６００４を設けることができる。患者インターフェイス
構造６０００は、接着ストリップ６００４のループファスナと係合するフックファスナ６
２３４を含むコネクタ６２５２、６２５４を備えることができる。接着ストリップ６００
４のループファスナへのフックファスナ６２３４の接続により、患者インターフェイス構
造６０００を患者の鼻と係合させて密封および安定化する力が与えられる。
【０１０７】
２．２．１　接着剤を使用した位置決めおよび安定化および鼻拡張を行う第１の実施形態
　図６５ａおよび６５ｂを参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、患者の鼻
の鼻孔と係合するように構成されたばね２１７４を備えることができる。ばね２１７４は
、両端部を接着ストリップ２１７２に取り付けることができる。ばね２１７４は、鼻突起
またはまくら２００２の底部を拡張位置に偏倚させるように構成されている。接着ストリ
ップ２１７２は、患者インターフェイス構造２０００を患者の鼻孔と密封係合させて固定
するように、患者の鼻の側部に取り付けられるように構成されている。
【０１０８】
２．２．２　接着剤を使用した位置決めおよび安定化および鼻拡張を行う第２の実施形態
　図６６を参照すると、患者インターフェイスシステムは、患者の鼻梁にわたって延びる
ように構成された横鼻梁接着ストリップ２１７６を備えることができる。横ストリップ２
１７６はまた、例えばＢｒｅａｔｈｅ　Ｒｉｇｈｔ　Ｓｔｒｉｐｓ（商標）によって行わ
れるように、鼻道を拡張させるように構成することができる。横ストリップ２１７６は、
患者の顔の側部、例えば頬と接着係合するように構成されたクッションおよび横接着スト
リップ２１８２と接着係合するように構成されたループ状接着ストリップ２１８０に組み
込まれた、長手鼻梁接着ストリップ２１７８と一体化させることができる。
【０１０９】
２．３　鼻クレードルおよび接着剤の位置決めおよび安定化
　図６０ａおよび６０ｂを参照すると、半剛性または剛性クレードル２１４８は、患者の
鼻梁に沿って延び、患者の鼻孔の下にまたは鼻孔にカップを形成することができる。クレ
ードル２１４８は、患者の鼻孔にインターフェイスシステムを位置決めするように構成さ
れている。クレードル２１４８を患者の鼻梁上に固定するために、接着ストリップ２１４
６を提供することができる。接着ストリップ２１４６は、追加の接着強度のために、例え
ば患者の頬まで延びることができる。
【０１１０】
２．４　多数の接触点での接着ストリップの位置決めおよび安定化
　図６１および６２を参照すると、接着ストリップ２１５０を患者インターフェイスシス
テムに固定し、２点で患者の顔面に接続させることができる。図６１に示すように、接着
ストリップ２１５０は、患者の鼻孔および／または鼻梁の側部に接続することができる。
図６２に示すように、接着ストリップ２１５０は、患者の顔面の頬に接続することができ
る。
【０１１１】
　図６３ａおよび６３ｂに示すように、接着ストリップ２１５２は、患者インターフェイ
スシステム、例えば患者インターフェイス構造２０００を３点で患者の顔面に固定するこ
とができる。接着ストリップ２１５２は、患者の鼻梁に沿って延びるように構成された鼻
梁ストリップ２１５４を含むことができ、図６３ａに示すように患者の鼻梁にわたって、
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または図６３ｂに示すように患者の頬に沿って延びるように構成された横ストリップ２１
５６を備えることができる。
【０１１２】
　接着ストリップ２１５８は、図６４に示すように、４点で患者の顔面と接続するように
設けることができる。接着ストリップ２１５８は、患者の鼻の側部と係合するように構成
された鼻梁ストリップ２１６０、および患者の頬と係合するように構成された横ストリッ
プ２１６２を備えることができる。
【０１１３】
　また、患者インターフェイス構造上の（１つまたは複数の）ストリップと患者上の（１
つまたは複数の）ストリップの間の接続は、例えば摩擦または静電接続を含む他の方法に
よって形成することができることを理解されたい。
【０１１４】
３．０　追加の装置を使用した位置決めおよび安定化
３．１．１　位置決めおよび安定化追加装置第１の実施形態
　図５４を参照すると、患者インターフェイス構造２０００は、呼吸可能な気体の流れの
運搬用の管２００８に接続されている。患者インターフェイス構造２０００は、患者の鼻
の両側のコネクタ２２１６（図５４には１つのコネクタのみが示されている）によって、
剛性ガラスタイプフレーム２２１４に接続されている。剛性ガラスタイプフレーム２２１
４は、患者インターフェイス構造２０００を患者の鼻に係合させて維持する際に、ヘッド
ストラップとして働く。
【０１１５】
３．１．２　位置決めおよび安定化追加装置第２の実施形態
　図５５に示すように、患者インターフェイス構造２０００は、第１のヘッドストラップ
２２１８の調節を可能にする可撓性のある第２のヘッドストラップ２２２０に接続された
、剛性または半剛性の第１のヘッドストラップ部２２１８によって患者の鼻と係合させて
保持される。
【０１１６】
３．１．３　位置決めおよび安定化追加装置第３の実施形態
　図５６に示すように、患者インターフェイス構造２０００は、患者の耳の上を通過する
可撓性ヘッドストラップ２２２２によって、患者の鼻と係合させて保持することができる
。
【０１１７】
３．１．４　位置決めおよび安定化追加装置第４の実施形態
　図５８を参照すると、患者インターフェイスシステムは、患者インターフェイス構造２
０００を患者の鼻と係合させて維持するために、患者インターフェイス構造２０００に接
続された垂直コネクタ２２３２に接続されたヘッドストラップ２２２４を含むことができ
る。患者インターフェイス構造２０００を患者の鼻と係合させて維持するように働くモー
メントＭを作り出す力Ｆを与えるために、垂直コネクタ２２３２をヘッドストラップ２２
２４と患者インターフェイス構造２０００の間に接続することができる。
【０１１８】
３．２　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア
３．２．１　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第１の実施形態
　図８８～９０を参照すると、患者インターフェイスシステムは、両側にコネクタ６０３
２を有する患者インターフェイス構造６０００を備えている。コネクタ６０３２は、例え
ば定位置で成形されたフックファスナを備えることができる。コネクタ６０３２は、患者
の頬を通して患者の顔面周りに延び、患者の額の上およびその周りに延びるように構成さ
れたストラップ６０２８に接続されている。ストラップ６０２８は、コネクタ６０３２上
でフックファスナと係合するループファスナを備えることができる。ストラップ６０２８
を患者の顔面と係合させて維持するのを助けるために、患者の頭部の後部周りに延びるよ
うにバックストラップ６０３０を設けることができる。
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【０１１９】
３．２．２　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第２の実施形態
　図９１および９２に示すように、別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシ
ステムは、患者の顔面と係合するように構成された患者インターフェイス位置決めおよび
安定化構造６０３６を含んでいる。位置決めおよび安定化構造６０３６は、患者の額、患
者の眼の周り、および患者の鼻梁の上に延びるバンドの形をとることができる。位置決め
および安定化構造６０３６は、例えばＴＰＥで形成することができる。位置決めおよび安
定化構造６０３６は、位置決めおよび安定化構造６０３６を患者の顔面と係合させて保持
するのを助けるように、患者の頭部の上面と係合し、ばね力６０４２を位置決めおよび安
定化構造６０３６に与える後ろ側に延びる部分６０４６を含むことができる。
【０１２０】
　位置決めおよび安定化構造６０３６はまた、患者インターフェイス構造を患者の鼻と密
封係合させて維持するために、例えば図５８に示すものなどの垂直コネクタに接続される
ように構成されたコネクタ６０３８を含むことができる。コネクタ６０３８は例えば、垂
直コネクタに接続するように構成された、接着剤またはフックまたはループファスナ材料
を含むことができる。
【０１２１】
　図９２に示すように、位置決めおよび安定化構造６０３６は、位置決めおよび安定化構
造６０３６を患者の顔面に係合させて維持するのを助けるために、接着タブ６０４４を備
えることができる。
【０１２２】
３．２．３　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第３の実施形態
　図９３および９４を参照すると、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造６０
４８は、患者の額にわたって全体的に延びるストラップ６０５０と、患者の頬に沿って全
体的に延び、患者の鼻梁にわたって延びる鼻梁ストラップ６０５４に接続された側部スト
ラップ６０５２とを備えている。側部ストラップ６０５８は、患者の頭部の側部に沿って
延び、例えば患者の頭部の後部を囲むことによって患者の頭部の後部と係合するように構
成されたバックストラップ６０５６に接続する。鼻梁ストラップ６０５４は、患者インタ
ーフェイス構造を患者の鼻に密封係合させて維持するために、患者インターフェイス構造
に接続されたコネクタ上に設けられたフックファスナと係合するループファスナを含むこ
とができる。
【０１２３】
３．２．４　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第４の実施形態
　別のサンプル実施形態による患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造６０６０
が、図９５に図示されており、患者の頭部の頭頂部に係合するように構成された頭頂部ス
トラップ６０６６を備えている。側部ストラップ６０６８は、頭頂部ストラップ６０６６
から延びており、顎ストラップ６０６２に接続されている。鼻梁ストラップ６０６４は、
側部ストラップ６０６８の間に接続され、患者の鼻梁に係合するように構成されている。
鼻梁ストラップ６０６４は例えば、患者インターフェイス構造のコネクタ上に与えられた
フックファスナ材料に接続するように構成されたループファスナ材料を含むことができる
。鼻梁ストラップ６０６４は、剛性部材として形成することもできることを理解されたい
。
【０１２４】
３．２．５　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第５の実施形態
　図９６を参照すると、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造６０７０は、頭
頂部ストラップ６０７４および側部ストラップ６０７２を備えることができる。下側スト
ラップ６０７６は、患者の耳の下で患者の頭部周りに延びることができ、ストラップ６０
７２を患者１の鼻に接着させる接着剤を含むことができるループファスナ材料のストラッ
プ６０７２に接続させることができる。
【０１２５】
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３．２．６　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第６の実施形態
　図９７および９８に示すように、別のサンプル実施形態による患者インターフェイス位
置決めおよび安定化構造６０７８は、バックストラップ６０８８に接続されたコネクタ６
０８０から延びる垂直ストラップ６０８２を含んでいる。側部ストラップ６０８６は、垂
直ストラップ６０８２にも接続されたループファスナ材料６０８４のストリップに接続さ
れている。側部ストラップ６０８６およびバックストラップ６０８８は、患者の頭部の後
部でコネクタ６０８１によって接続されている。
【０１２６】
３．２．７　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第７の実施形態
　図９９および１００を参照すると、別のサンプル実施形態による患者インターフェイス
位置決めおよび安定化構造６０９０は、頭頂部ストラップ６０９４から延びる垂直ストラ
ップ６０９２を含んでいる。垂直ストラップ６０９０は、患者の鼻と密封係合する患者イ
ンターフェイス構造のコネクタ上に与えられたフックファスナ材料と係合するように構成
された、ループファスナ材料のストリップ６０９６に接続されている。ストリップ６０９
６は、ストリップを患者の鼻に接着させる接着剤を含むことができる。側部ストラップ６
０９８はまた、図１００に示すように、ストリップ６０９６に接続され、患者の耳の下で
患者の顔面の側部周りに延びている。バックストラップ６１０２は、コネクタ６１００で
側部ストラップ６０９８および頭頂部ストラップ６０９４に接続されている。図１００に
示すように、バックストラップ６１０２の位置は、異なる頭部寸法を有する患者に対応す
るために、または患者の快適性によって特定の患者の適合を調節するために、矢印で示す
ように調節することができる。
【０１２７】
３．２．８　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第８の実施形態
　図１０１および１０２に示すように、別の実施形態による患者インターフェイス位置決
めおよび安定化構造６１０４は、患者の鼻梁にわたって延びる鼻梁ストラップ６１０８を
備えている。鼻梁ストラップ６１０８は、患者の顎に係合する顎ストラップ６１０６に接
続されている。バックストラップ６１１０は、鼻梁ストラップ６１０８および顎ストラッ
プ６１０６に接続され、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造６１０４を患者
の顔面上に固定するように患者の頭部の後部周りに延びている。
【０１２８】
３．２．９　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第９の実施形態
　図１０３および１０４に示すように、患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
は、患者の顔面にわたって延び、患者の耳に係合する剛性部材６１１２を備えている。患
者インターフェイス構造６０００は、患者インターフェイス構造６０００を患者の鼻と密
封係合させて位置決めおよび安定化させるように、剛性部材６１１２と係合するコネクタ
６１１４を含んでいる。コネクタ６１１４は、患者の鼻との患者インターフェイス構造６
０００の適合を調節することを可能にするように、剛性部材６１１２と調節可能に係合す
ることができる。
【０１２９】
３．２．１０　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第１０の実施形態
　図１０５および１０６を参照すると、患者インターフェイス構造６０００は、例えばフ
ックファスナを含むコネクタ６００２を含んでいる。コネクタ６００２は、患者の鼻梁に
わたって延び、コネクタ６００２のフックファスナに係合するループファスナを含む接着
ストリップ６００４と係合する。ストラップ６１１６は、コネクタ６１１８によって患者
インターフェイス構造６０００に接続させることができ、患者インターフェイス構造６０
００を患者の鼻と係合させて維持するのを助けるように患者の頭部の後部周りに延びるこ
とができる。ストラップ６１１６は、例えば高伸縮性テープであってもよい。
【０１３０】
３．２．１１　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第１１の実施形態
　図１０７および１０８に示すように、患者の鼻との患者インターフェイス構造６０００
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の密封係合は、患者インターフェイス構造６０００に接続され、例えば患者の耳の下で患
者の頭部周りに延びるストラップ６１２０によって助けることができる。ストラップ６１
２０は弾性ストラップであってもよい。
【０１３１】
３．２．１２　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第１２の実施形態
　別のサンプル実施形態が、コネクタ６１１８によってストラップ６１２４に接続された
患者インターフェイス構造６０００を示す図１０９に示されている。ストラップ６１２４
は、患者の頭部の後部周りに延びるストラップ６１２２に接続させることができる。スト
ラップ６１２４は、例えばゴムひも、ＴＰＥ、またはシリコーンで形成することができる
。ストラップ６１２２は、例えば柔らかい織物ストラップであってもよい。
【０１３２】
３．２．１３　位置決めおよび安定化－補助ヘッドギア第１３の実施形態
　図１１０に示すように、患者の鼻との患者インターフェイス構造６０００の密封係合は
、コネクタ６１１８によって患者インターフェイス構造６０００に接続されたストラップ
６１２６によって助けることができる。ストラップ６１２６は、ストラップ６１２６が患
者インターフェイス構造６０００を患者の鼻と密封係合させて維持するのを助けることを
可能にするように、ストラップ６１２６を患者の顔面に係合させて維持するために、患者
の耳の周りでループ状になるように構成された耳ループ６１２８を含むことができる。
【０１３３】
３．３　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ
３．３．１　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第１の実施形態
　図１１７を参照すると、コネクタ６１３８は、患者の鼻に接着させることができ、フッ
クファスナ６１４０を含んでいるコネクタ６１３８に患者インターフェイス構造６０００
を接続させるように構成されている。フックファスナ６１４０は、患者の鼻に接着させた
ストリップ上のループファスナに係合するように構成されている。コネクタ６１３８は、
患者インターフェイス構造６０００のタブ６１４４を受けるように構成された開口部６１
４２を含んでいる。タブ６１４４は、開口部６１４２を通過し、拡大端部６１４６が開口
部６１４２を通して通過した場合にコネクタ６１３８を取外すのを防ぐように働く拡大端
部６１４６を含んでいる。コネクタ６１３８およびタブ６１４４は、コネクタ６１３８を
拡大端部６１４６を通してタブから取り外すことを可能にするために、可撓性材料で形成
することができる。コネクタ６１４８は、例えばコネクタ６１３８を形成する費用を少な
くするために穿孔によって形成することができる。コネクタ６１３８はしたがって、例え
ば一週間単位で処分および交換することができる。図１１８を参照すると、フックファス
ナ６１４０をコネクタ６１３８に糊付けすることができる。
【０１３４】
３．３．２　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第２の実施形態
　図１１９～１２１を参照すると、コネクタ６１５２はスロット６１５４を含むことがで
きる。フックファスナを含むことができるストラップ６１５６は、スロット６１５４を通
してねじ切られ、図１２１の矢印で示すように、ストラップをコネクタ６１５２に接続さ
せるために超音波溶接することができる。
【０１３５】
３．３．３　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第３の実施形態
　図１２２を参照すると、患者インターフェイス構造のタブ６１６２を、接合部６１６０
によってコネクタ６１５８に接続することができる。
【０１３６】
３．３．４　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第４の実施形態
　図１２３および１２４を参照すると、タブ６１６４は、ストリップ６１６６の上で折り
畳む折り畳み部６１６８を含んでいる。タブ６１６４の端部６１７２は、タブ６１６４に
固定されている。タブ６１６４はまた、タブ６１６４を患者インターフェイス構造に接続
させるように構成された開口部６１７０を含んでいる。
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【０１３７】
３．３．５　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第５の実施形態
　図１２５に示すように、患者インターフェイス構造６０００は、スロット６１８０を含
むタブ６１７４を含んでいる。フックファスナを含むことができるコネクタ６１７６は、
スロット６１８０を通して通過し、コネクタ６１７６の上に折り畳まれ、これに取り付け
られる端部６１７８を含んでいる。
【０１３８】
３．３．６　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第６の実施形態
　図１２６を参照すると、一変更形態によると、タブ６１８６は２つのスロット６１８８
を備えており、コネクタ６１８２の端部６１８４は、端部６１８４をコネクタ６１８２に
固定するように２つのスロット６１８８を通してねじ切られる。
【０１３９】
３．３．７　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第７の実施形態
　図１２７を参照すると、患者インターフェイス構造６０００は、拡大端部６１９４を有
するタブ６１９２を含んでいる。拡大端部６１９４は、患者インターフェイス構造６００
０をコネクタまたは患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造６１９０に固定する
ために、コネクタ６１９０内の開口部を通過する。
【０１４０】
３．３．８　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第８の実施形態
　図１２８および１２９を参照すると、コネクタ６１９６は、患者インターフェイス構造
のタブに係合する開口部６１９８を備えることができる。開口部６１９８は、患者インタ
ーフェイス構造６０００のタブの拡大端部６１９４を開口部６１９８を通して挿入するの
を助けるスロット６２００を含んでいる。
【０１４１】
３．３．９　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第９の実施形態
　図１３０を参照すると、タブ６２０６はスロット６２０８を備えている。コネクタ６２
０２は、スロット６２０８を通して設けられるループ６２０４に接続されている。
【０１４２】
３．３．１０　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第１０の実施形態
　図１３１および１３２を参照すると、タブ６２１０は患者インターフェイス構造を支持
するように構成されている。タブ６２１０は、患者インターフェイス構造の開口部に対応
する開口部６２１２を備えている。開口部６２１２は、呼吸可能な気体の流れの運搬用の
管に接続された肘または密封リングを受けるように構成されている。タブ６２１０は、患
者インターフェイス位置決めおよび安定化構造、例えばループファスナなどのファスナ材
料を含む接着ストリップに、またはヘッドギアに接続されるように構成されたコネクタ部
６２１４を備えている。
【０１４３】
３．３．１１　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第１１の実施形態
　図１３３に示すように、タブ６２１６は、呼吸可能な気体の流れを運ぶように管に接続
された密封リングまたは肘を受ける開口部６２１８を備えることができる。コネクタの端
部、または開口部６２２０内に挿入可能なコネクタを有する患者インターフェイス安定化
および位置決め構造を受けるように、追加の開口部６２２０を設けることができる。
【０１４４】
　図１３１～１３３に示すタブは打抜きによって形成することができることを理解された
い。
【０１４５】
３．３．１２　位置決めおよび安定化－ヘッドギアタブ第１２の実施形態
　図１３４を参照すると、呼吸可能な気体の流れを送る管に接続されるように構成された
肘６２２２上にタブ６２２４を成形することによってタブ６２２４を形成することができ
る。タブ６２２４は、ファスナ材料を含む患者の鼻に取り付けられた接着ストリップなど
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の患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造に、またはヘッドギアに接続されるよ
うに構成された端部６２２６を備えることができる。
【０１４６】
３．４　位置決めおよび安定化－肘およびスイベル
３．４．１　位置決めおよび安定化－肘およびスイベル第１の実施形態
　図１１１および１１２を参照すると、別のサンプル実施形態による患者インターフェイ
スシステムは、患者インターフェイス構造６０００に接続された角付け部６００６ａを含
む肘６００６を含んでいる。肘６００６の角付け部６００６ａは、患者の顔面から真っ直
ぐ下に延び、患者の顎を避けるように、管２００８を位置決めする。図１１１および１１
２に示すように、肘６００６はクッション６０００に対して固定され、回転しない。肘６
００６は、拡散通気孔６０１１を含むことができる。管２００８は、管２００８を肘６０
０６に対して３６０度旋回させることを可能にするスイベル６１３０を通して肘６００６
に接続されている。
【０１４７】
３．４．２　位置決めおよび安定化－肘およびスイベル第２の実施形態
　図１１３および１１４に示すように、別のサンプル実施形態によると、管２００８をガ
ゼット６１３２によって患者インターフェイス構造６０００に接続することができる。ガ
ゼット６１３２は、管抗力を小さくするように、矢印によって示すように拡張可能である
。スイベル６１３４は、管２００８を患者インターフェイス構造６０００に対して旋回さ
せることを可能にするように、ガゼット６１３２と管２００８の間に設けることができる
。
【０１４８】
　患者インターフェイス構造６０００は、患者インターフェイス構造６０００と一体的に
形成された通気孔６１３３を含むことができる。通気孔６１３３は、患者インターフェイ
ス構造６０００に取り付けられた別の部分として設けることができることを理解されたい
。
【０１４９】
３．４．３　位置決めおよび安定化－肘およびスイベル第３の実施形態
　図１１５および１１６を参照すると、患者インターフェイス構造６０００は、肘６１３
６によって管２００８に接続させることができる。肘６１３６は丸くなく、患者インター
フェイス構造６０００に取り付けられている。肘６１３６は、患者インターフェイス構造
６０００内に形成された通気孔より形成するのが容易である通気孔６１３９を含んでいる
。スイベル６１３７を肘６１３６と管２００８の間に設けることができる。スイベル６１
３７は、管２００８の口内に成形することができる。
【０１５０】
４．１　拡張可能まくらを備えた患者インターフェイス第１の実施形態
　図７１および７２を参照すると、患者インターフェイスシステム５０００は、空気運搬
ホース、管または導管に接続されるように構成された管接続部５０２０を含む患者インタ
ーフェイス支持構造５０１０を備えている。患者インターフェイス支持構造５０１０は、
開口５０４０内に挿入される、またはそこから取り外し可能であるように構成された鼻ま
くら５０３０を受けるように構成された２つの開口５０４０を備えている。図７１に示す
ように、各鼻まくら５０３０は蛇腹５０５０を備えている。呼吸可能な気体の流れがホー
ス、管または導管からインターフェイス支持構造５０１０内に案内されると、患者インタ
ーフェイス支持構造５０１０内に作り出される圧力が、患者の鼻孔それぞれに挿入される
各まくら５０３０を拡張させる。まくら５０３０は、患者の鼻孔の内壁に対して密封する
。まくら５０３０は患者インターフェイス構造５０１０の開口から取り外し可能であるの
で、まくら５０３０を、例えば洗浄または処分のために取り外すことができる。
【０１５１】
　患者インターフェイス構造５０１０は、患者インターフェイスシステム５０００を患者
の鼻孔に密封係合させて支持するために、患者の鼻梁に係合するように構成された支持体
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５０７０を含むことができる。支持体５０７０は、接続部材５０６０によって患者インタ
ーフェイス支持構造５０１０に接続させることができる。
【０１５２】
４．２　拡張可能まくらを備えた患者インターフェイス第２の実施形態
　図７３を参照すると、患者インターフェイス支持構造５０１０で使用可能な鼻まくら５
１００の別のサンプル実施形態は、患者インターフェイス支持構造５０１０の開口５０４
０内に受けることが可能なベース部５１１０と、患者の鼻孔内に挿入可能な密封部５１２
０とを備えている。密封部５１２０は、呼吸可能な気体の流れが中に案内される場合に、
患者インターフェイス支持構造５０１０内に作り出される圧力により拡張することができ
る。密封部５１２０はまた、患者の鼻孔の内部に対する密封を良くする、および／または
鼻中隔に向かうまくらの着け心地を良くするために織り目加工された外側表面を含むこと
ができる。
【０１５３】
４．３　拡張可能まくらを備えた患者インターフェイス第３の実施形態
　図７４を参照すると、患者インターフェイス支持構造５０１０で使用可能な鼻まくら５
２００の別のサンプル実施形態は、患者インターフェイス支持構造５０１０の開口５０４
０内で受けることができるベース部５２１０を備えている。各まくら５２００は、患者の
鼻孔内に挿入可能であり、呼吸可能な気体の流れが中に案内される場合に患者インターフ
ェイス支持構造５０１０内に作り出される圧力により拡張する密封部５２２０を備えてい
る。密封部５２２０は、圧力を加えた際に、密封部５２２０を拡張するのを助ける蛇腹を
備えることができる。密封部５２２０は、圧力を加えた際に、患者の鼻孔を拡張させ、そ
の内部に対して密封する。
【０１５４】
　支持体５０７０および接続部材５０６０は、例えば図７１に示すように、患者インター
フェイス支持構造５０１０と一体的に形成することができる。図７５および７６に示す別
のサンプル実施形態では、支持体５０７０および接続部材５０６０を別々に形成すること
ができる。支持体５０７０は、例えば、接着剤によって患者の鼻梁に固定させることがで
きる。接続部材５０６０は、患者インターフェイスシステム５０００を患者に密封係合さ
せて保持するように構成されたストラップを受けるように構成されたスロット５０９０を
含むことができる。
【０１５５】
　図７５に示すように、上唇支持体５０８０はまた、患者インターフェイス支持構造５０
１０を支持するように設けることができる。上唇支持体５０８０は、例えば、接着剤によ
って患者インターフェイス支持構造５０１０および／または患者の上唇に接続させること
ができる。
【０１５６】
４．４　拡張可能まくらを備えた患者インターフェイス第４の実施形態
　図７７を参照すると、別のサンプル実施形態による患者インターフェイスシステム５０
００は、呼吸可能な気体の流れを送るホース、管または導管に接続されるように構成され
た接続部５０２０を含む、患者インターフェイス支持構造５０１０を含んでいる。患者イ
ンターフェイス支持構造５０１０を患者の上唇に対して支持するために、上唇支持体５０
８０を設けることができる。拡張可能膜５３００は、患者インターフェイス支持構造５０
１０に接続され、圧力が呼吸可能な気体の流れによって患者インターフェイス支持構造５
０１０内に作り出される場合に拡張されるように構成されている。拡張可能膜５３００は
、例えば弾性材料で形成することができる。拡張可能膜５３００は、拡張可能膜５３００
の拡張の際に拡張可能な蛇腹５０５０をそれぞれ含む１対の鼻まくら５０２０に接続され
ている。
【０１５７】
　可撓性膜支持体５４３０は、コネクタ５４００、５４１０によって可撓性膜５３００に
接続される。可撓性膜５３００が過膨張するのを防ぐように、止め具５４２０を可撓性膜
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支持体５４３０に設けることができる。
【０１５８】
　患者インターフェイスシステム５０００は支持体５０７０を備えることができ、支持体
５０７０は例えば図７６に示すような、接続部材（図示せず）によって可撓性膜支持体５
４３０に接続させることができる。接続部材は、患者インターフェイスシステム５０００
を患者の鼻孔に密封係合させて支持するストラップを受けるように構成されたスロットを
備えることができる。
【０１５９】
　鼻は、拡張された膜５３００に対する軸受として働くことができる。膜５３００を拡張
させ、まくら５０２０を密封するための接触圧力は、患者の頭部での患者インターフェイ
スの取付システムによってではなく、治療圧力によって調節される。拡張可能膜５３００
は、膜５３００を定位置に保持する蛇腹５０５０に取り付けられ、残りの患者インターフ
ェイスシステム、例えば患者インターフェイス支持構造の移動は相殺される。弾性膜およ
び蛇腹５０５０の組合せにより、漏れが生じる前に、患者インターフェイス支持構造５０
１０の移動、例えば管抗力によって生じる移動の自由が可能になる。
【０１６０】
５．０　漏れガード
　図６７に示すように、横ストリップ２１７６は、外側ストリップ２１８４と、例えば鼻
梁にわたって患者に接着されるように構成された接着ストリップ２１８８とを備えること
ができる。拡張ストリップ２１８６をストリップ２１８４と２１８８の間に設けることが
できる。
【０１６１】
　図６８～７０を参照すると、漏れガードを患者１の顔面に設けることができる。図６８
に示すように、漏れガード２０５４を患者の鼻梁にわたって固定することができる。図６
９に示すように、漏れガード２０５６を患者の鼻の側部と患者の頬の間のしわに設けるこ
とができる。図７０に示すように、漏れガード２０５８を患者の上唇にわたって設けるこ
とができる。例えば、口ひげのある患者によって潜在的に生じる漏れをなくすために、こ
のような漏れガード２０５８を使用することもできる。
【０１６２】
　図６８～７０に示す漏れガードは、患者の顔面に接着取り付けされた、発泡体が裏に付
けられたストリップであってもよい。別の方法では、漏れガードは、例えばクッションま
たはマスクへの固定によって、患者の顔面に機械的に固定させることができる。
【０１６３】
６．０　接着性
　上に論じるサンプル実施形態では、接着性は、患者インターフェイス構造および接着剤
を同時に取り除き交換することができるように、インターフェイスに接続させることがで
きる。旋回リングは、接着テープ、空気運搬管または患者インターフェイス構造に永久的
に固定させることができる。患者インターフェイス構造は、接着テープに固定させること
ができる。
【０１６４】
　接着剤およびインターフェイスは、治療後のＣＰＡＰ使用の目立つ兆候、例えば床ずれ
または乱れた髪を放っておくべきではない。これにより、患者の快適性および治療とのコ
ンプライアンスが大きくなる。接着剤はまた、患者の顔面上に残留物を残すべきではない
。しかし、残留物が留まっている場合、例えば濡れ布巾またはアルコール綿によって容易
に取り除くべきである。
【０１６５】
　接着剤およびインターフェイスは耐久性があるべきである。別の方法では、接着剤およ
び／またはインターフェイスは使い捨てであってもよい。また、患者に接着剤および／ま
たはインターフェイスまたはその一部を変えるように警告するために、接着剤および／ま
たはインターフェイス上に「寿命」指標があってもよい。これは、衛生およびインターフ
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ェイス機能を改善するためのものである。
【０１６６】
　接着剤は、例えばほぼ矩形であるストリップ内に形成することができる。このようなス
トリップは、インターフェイスを患者の鼻孔および／または口に置く、または置いて密封
するのに十分な位置（ベクトル）で患者の顔面上に位置合わせすることができる。別の方
法では、ストリップは、三角形、円形またはあらゆる他の所望の形状であってもよい。別
の形態では、接着剤適合ガイドは、インターフェイス、例えば接着剤上の位置合わせマー
キング、正確に位置合わせされたインターフェイスの図および説明を備えることができる
。
【０１６７】
　接着剤は、約４００ｍｍ２～９００ｍｍ２、例えば約５００ｍｍ２～８００ｍｍ２、ま
たは別の例として約６００ｍｍ２～７００ｍｍ２、または例えば約５００ｍｍ２～７００
ｍｍ２、またはさらなる例として約６００ｍｍ２～８００ｍｍ２、またはさらに別の例と
して、約５００ｍｍ２、または例えば６５０ｍｍ２、または例えば約８００ｍｍ２の接着
面積を有することができる。
【０１６８】
　接着剤は、約５０ｇ～３００ｇ、例えば約５０ｇ～２００ｇ、または約５０ｇ～１５０
ｇ、例えば約５０ｇ～１００ｇまたは約１６０ｇを支持することができる。
【０１６９】
　患者の顔面に対して１５０°の角度で、接着剤を患者の顔面から取り除くのに必要な剥
離力は、（インターフェイスを接着剤に取り付けることなく）約１．５Ｎ／１５ｍｍ以下
であってもよい。
【０１７０】
　接着剤およびインターフェイスは、流れ発生器から加えられる約２ｃｍＨ２Ｏ～２０ｃ
ｍＨ２Ｏの圧力で機能することが可能であるべきである。別な形態では、接着剤およびイ
ンターフェイスは、流れ発生器から加えられる約４ｃｍＨ２Ｏ～１２ｃｍＨ２Ｏの圧力で
機能することが可能であるべきである。このような圧力は、ＣＰＡＰ装置、すなわちイン
ターフェイスが患者の気道に密封係合する装置でのインターフェイスの使用のためのもの
であることを理解されたい。異なる装置、例えばインターフェイスが患者の気道に密封係
合しない装置での他の圧力範囲も可能である。
【０１７１】
　一形態では、接着剤は高い引張強度を有することができる。
【０１７２】
　接着剤の引張強度は、接着ストリップの寸法に関連させることができる。接着剤は、よ
り小さい接着ストリップ上でより高い引張強度を有することができ、より大きい接着スト
リップ上でより低い引張強度を有することができる。
【０１７３】
　接着剤は、使用中にその元の位置から約０．３ｍｍ以下だけ変位することができる。別
の方法では、接着剤はその元の位置から全く変位しなくてもよい。接着剤は、その元の位
置から最大約３ｍｍだけ変位することもできる。
【０１７４】
　接着剤はまた、可撓性であってもよい。これにより、接着剤が顔面の多数の領域、例え
ば頬および／または鼻に一致することが可能なる。
【０１７５】
　接着剤は、最大約４５℃にその特徴を維持することが可能である。別の形態では、イン
ターフェイスは、世界中で見られる異なる環境条件、例えば湿度、温度、および風速冷却
に耐えることが可能である。
【０１７６】
　接着剤は、約５ｍｍ以下の厚さであってもよい。
【０１７７】
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　接着剤は、患者の皮膚に固定されたままであってもよい、または最小約４時間の間粘着
性があるままであってもよい、例えば接着剤は約８時間粘着性があるままであってもよい
。接着剤は、８時間より長く粘着性があるままであってもよい。
【０１７８】
　接着剤は生体適合性であってもよい。別の形態では、接着剤は生分解性であってもよい
。
【０１７９】
　接着剤は、酸化亜鉛系合成ゴム（例えば、親水コロイド）、アクリル、シリコーンゲル
、ポリウレタンなどであってもよい。
【０１８０】
　接着剤は透明であってもよい。別の方法では、接着剤は中間または肌の色合いであって
もよい。別の方法では、接着剤はあらゆる色であってもよい。別の形態では、接着剤の色
は、処分する必要がある場合に、例えば薄い色から白色までの「寿命」指標として使用す
ることもできる。
【０１８１】
　インターフェイス内で使用される接着ストリップ、フックおよびループファスナ材料、
およびあらゆる他の材料は、できるだけ目立たないように透明、中間色または肌の色合い
であってもよい。接着ストリップ、フックおよびループファスナ材料、またはあらゆる他
の材料は、様々なユーザに合うような色またはパターンをしていてもよい。例えば、ピン
クを女性ユーザに与えることができる。
【０１８２】
　接着剤は、使用後に非接着ストリップ、または剥離紙で覆うことができる。接着剤は、
多数回の使用後に、非接着ストリップで覆うことができる。例えば、接着剤は完全性を失
うことなく、少なくとも５回は覆うことができる。加えて、長期間にわたって接着剤を包
装および保管するために、非接着ストリップを使用することができる。接着剤は、保管中
に劣化すべきではない。
【０１８３】
　インターフェイスは、通気を可能にすべきである。別の形態では、接着剤は一部／全て
の通気を起こすことを可能する。例えば、患者から吐き出された空気の通過を可能にする
ために、　（１つまたは複数の）通気孔をインターフェイスに近接させて接着剤上に設け
ることができる。
【０１８４】
　接着ストリップは、非粘着端部を有することができる。非粘着端部により、ユーザがい
ったん塗布された接着剤を容易に取り除くことが可能になる。またこれは、インターフェ
イスを迅速に取り除く必要がある場合に、非常に容易および直観的に行うことができるこ
とを意味する。別の方法では、例えば接着剤と患者インターフェイス構造の間の穿孔、別
の形の安全分離機構をインターフェイスに含めることができる。
【０１８５】
　接着剤およびインターフェイスは、胸部ストラップと結合させることができる。胸部ス
トラップは、空気運搬管に剥離可能に接続させることができる。胸部ストラップの目的は
、空気運搬管が広い範囲で移動するのを防ぐことによって、インターフェイスのより大き
な安定性を与えることである。このような胸部ストラップは、その全体の内容を本明細書
に参照として援用する、米国特許出願公開第２００９／００７８２５９Ａ１号に開示され
ている。
【０１８６】
　接着剤を殺菌することが可能であってもよい。
【０１８７】
　ファスナまたはループ材料を患者の顔面、例えば鼻に貼り付けるために使用される接着
剤は、光スイッチング接着剤であってもよい。光スイッチング接着剤は、暗闇の中で粘着
性があり、光に曝されると、粘着性が非活性化／停止し、それによってストリップは光に
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曝された後に、例えば患者が起きて、ライトをつける、または接着ストリップを日光に曝
した後に、より容易に鼻から剥がれる。これは、患者が寝ている間に患者の寝室は暗く、
ストリップが鼻に接着されるので、睡眠中に望ましい。患者が起きてカーテンを開くまた
はライトをつけると、ストリップはより容易に剥がれる。このような光スイッチング接着
剤は、スウェーデンのＬｕｍｉｎａ社から市販されている。
【０１８８】
　接着剤は接着シリコーンゲルであってもよい。患者インターフェイス構造および／また
はコネクタ上での使用に加えて、接着シリコーンゲルは、例えば合わないマスクによって
生じた傷跡の治癒を促進するために、年配の患者のために設計されたマスクのための付属
物として使用することができる。接着シリコーンゲルはまた、他の構成部品、例えば頬支
持体および／または額支持体で使用することができる。接着シリコーンゲル内で使用され
る鉱物油はまた、創傷ケアを増進させ、皮膚治療を促進させるために、患者インターフェ
イス構造および／またはコネクタおよび／または患者インターフェイス位置決めおよび安
定化構造内に与えることができる。別の方法では、またはこれに加えて、アロエベラを患
者インターフェイス構造および／またはコネクタおよび／または患者インターフェイス位
置決めおよび安定化構造内で使用することもできる。
【０１８９】
　上に記載したような接着シリコーンゲルは、Ｓｍｉｔｈ　＆　Ｎｅｐｈｅｗ社からＣｉ
ｃａ－Ｃａｒｅ（登録商標）として市販されている。接着シリコーンゲルは、例えば上に
記載するように接着ストリップ上に与えることができる。接着シリコーンゲルは、赤い、
濃いおよび／または盛り上がった傷跡を柔らかくする、平らにするおよび／または薄くす
ることができ、痒みおよび不快感を鎮めることができる。Ｃｉｃａ－Ｃａｒｅ（登録商標
）は、ゲルシート内に含まれる接着シリコーンとして市販されている。調査によると、ゲ
ルシートに含まれる接着シリコーンは傷跡領域に潤いを与えるために皮膚を閉塞すること
が示されている。水分が傷跡の周りの皮膚内に閉じ込められて、身体が創傷を受けた皮膚
を修復するために使用する、血液供給および膠原質の堆積が少なくなる。接着シリコーン
ゲルは、傷跡組織の色をより薄く、患者の自然の皮膚色に近くするように働く。
【０１９０】
　本明細書に記載するサンプル実施形態での使用に適した他の接着剤として、酸化亜鉛接
着剤、極薄親水コロイド（ＨＤｘ）およびＳｋｉｎｚ　Ｔａｐｅ（登録商標）が挙げられ
る。Ｓｋｉｎｚ　Ｔａｐｅ（登録商標）は、新生児医療に使用することができ、皮膚およ
びシリコーンに接着する。このような接着剤は、ケベック州のＫｒｅｅ　Ｔｅｃｈ　Ｉｎ
ｔｅｒｎａｔｉｏｎａｌ　Ｃｏｒｐｏｒａｔｉｏｎ　Ｉｎｃ．社から入手することができ
る。
【０１９１】
　コネチカット州ＷｉｎｄｓｏｒのＳｃａｐａ　Ｎｏｒｔｈ　Ａｍｅｒｉｃａ社は、本明
細書で開示されたサンプル実施形態で使用することができるシリコーンゲル接着剤、Ｂｉ
ｏＦｌｅｘ（登録商標）接着剤、およびアクリル系接着剤を提供している。
【０１９２】
　ペンシルバニア州Ｇｌｅｎ　ＲｏｃｋのＡｄｈｅｓｉｖｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ社から市
販されている、アクリル系、多孔質、および導電性接着剤はまた、本明細書で開示される
サンプル実施形態で使用することができる。Ａｄｈｅｓｉｖｅ　Ｒｅｓｅａｒｃｈ社から
市販されている可溶性フィルムはまた、本明細書で開示されるサンプル実施形態で使用可
能である。
【０１９３】
　本明細書に開示されるサンプル実施形態で使用される接着剤はまた、例えばオハイオ州
ＳｔｏｗのＭＡＣｔａｃ社から市販されているアクリル系接着剤および／または合成ゴム
接着剤であってもよい。
【０１９４】
　光スイッチング、感圧アクリル系接着剤はまた、本明細書に開示されるサンプル実施形
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態で使用することができる。このような接着剤は、例えばスウェーデンＧｏｔｅｂｏｒｇ
のＬｕｍｉｎａ　Ａｄｈｅｓｉｖｅｓ社から市販されている。
【０１９５】
　患者の鼻梁の上に置かれた上記接着ストリップは、例えば眼の下および／または鼻の周
りにある領域内に穿孔部を有することができる。患者の顔輪郭に合うように患者が接着ス
トリップの形状をカスタマイズすることを可能にするために、穿孔部を接着ストリップか
ら容易に剥がすことができる。
【０１９６】
　接着剤はまた、接着剤自体がより可撓性があり快適であるように多孔質であってもよく
、接着ストリップの下の皮膚がより簡単に動くことが可能になる。接着剤はまた呼吸可能
であってもよい。接着剤はまた、皮膚がより自由に動くことを可能にする伸縮性裏当て織
物上にコーティングさせることができる。接着剤および／または裏当て織物は、呼吸可能
な気体の流れからのあらゆる噴射感を軽減するように加温効果を有することができる。
【０１９７】
　上で開示された患者インターフェイス構造は、ＣＰＡＰ治療を行うことに限る必要はな
いが、患者の頭部の顔面または後部が、例えば火傷被害者の使用に可能ではないまたは望
ましくない状況で鼻に取り付けられたあらゆる装置を含むことができることを理解された
い。
【０１９８】
　本発明は現時点で最も実用的および好ましい実施形態であると考えられるものと合わせ
て記載されているが、本発明は開示された実施形態に限るものではなく、逆に、発明の精
神および範囲内に含まれる様々な変更形態および均等配置を含むことを意図していること
を理解されたい。また、上に記載した様々な実施形態は、他の実施形態と合わせて実施す
ることができる、例えばさらに他の実施形態を実現するために、一実施形態の態様を別の
実施形態の態様と組み合わせることができる。さらに、任意の所与のアセンブリの各独立
した機構または構成部品は、追加の実施形態を構成することができる。さらに、任意の所
与のアセンブリの各個別の構成部品、任意の所与のアセンブリの個別の構成部品の１つま
たは複数の部分、および１つまたは複数の実施形態からの構成部品の様々な組合せは、１
つまたは複数の装飾設計機構を含むことができる。加えて、本発明はＯＳＡに苦しむ患者
への特定の応用例を有するが、他の疾病（例えば、鬱血性心不全、糖尿病、病的肥満、脳
卒中、肥満手術など）に苦しむ患者が、上記教示から利点を得ることができることを理解
されたい。さらに、上記教示は、非医療応用例で同様に患者および非患者での適用性を有
することができる。
【符号の説明】
【０１９９】
　　１　患者
　　２　カニューレ
　　２ａ　カニューレ分岐
　　２ｂ　カニューレ分岐
　　６　管
　　５００　フレームまたは支持体
　　５０２　密封リング
　　５０４　クッション
　　５０５　鼻まくら
　　５０６　ストラップ
　　５０７　円筒形部
　　５０８　接着剤
　　５０９　円錐部
　　５１０　接着テープ
　　５１２　ストラップ



(45) JP 2016-5792 A 2016.1.14

10

20

30

40

50

　　５１４　第２のストラップ
　　５１９　可撓性ベース部
　　５２０　鼻呼吸キャビティ
　　５２２　開口部
　　５２９　接着剤
　　２０００　患者インターフェイス構造
　　２００１　クッション
　　２００２　鼻まくら、パフ、または突起
　　２００４　タブまたはスタッド
　　２００６　開口部
　　２００８　管、ホースまたは導管
　　２０１０　患者接着ストリップ
　　２０１２　孔
　　２０１４　ベース部
　　２０１６　経路
　　２０１８　ループ
　　２０２０　患者接着ストリップ
　　２０２２　係止タブ
　　２０２４　接着剤
　　２０２６　剥離紙
　　２０２８　密封リング
　　２０３０　ループ
　　２０３１　底部
　　２０３２　接着ストリップ
　　２０３３　上部
　　２０３４　補強材
　　２０３６　コネクタ
　　２０３８　接着タブ
　　２０４０　発泡シリンダ
　　２０４２　マスクフレームまたはシェル
　　２０４４　接着剤
　　２０４６　剥離紙
　　２０４８　平面インターフェイス
　　２０５０　柔軟マスク
　　２０５２　接着剤
　　２０５４　漏れガード
　　２０５６　漏れガード
　　２０５８　漏れガード
　　２０６０　接着ストリップ
　　２０６２　接着ストリップ
　　２０６４　開口部
　　２０６６　接着ストリップ
　　２０６８　ループ
　　２０７０　接着ストリップ
　　２０７１　ループ
　　２０７２　横ストリップ
　　２０７４　鼻梁ストリップ部
　　２０７６　鼻梁横ストリップ
　　２０７８　フレーム
　　２０７９　開口部
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　　２０８０　接着剤
　　２０８２　コネクタ
　　２０８４　接着ストリップ
　　２０８６　コネクタ
　　２０８８　ストリップ
　　２０９０　接着タブ
　　２０９２　密封リング
　　２０９４　シュラウド
　　２０９８　補強要素または剛性剤
　　２１００　接着剤
　　２１０２　コネクタ
　　２１０４　接着剤
　　２１０６　ヒンジ
　　２１０８　接着剤
　　２１１０　接着剤
　　２１１２　接着剤
　　２１１４　上唇
　　２１１６　接着ストリップ
　　２１１８　接着剤
　　２１２０　接着剤
　　２１２２　接着ストリップ
　　２１２４　ループ
　　２１２６　開口部
　　２１２８　コネクタストリップ
　　２１３０　両面接着ストリップ
　　２１３２　両面接着ストリップ
　　２１３４　中間部
　　２１３６　接着ストリップ
　　２１３８　フックまたはループファスナ材料
　　２１４０　フレームまたは支持体
　　２１４２　ループおよびフックファスナ材料
　　２１４４　コネクタストリップ
　　２１４５　フックまたはループファスナ材料
　　２１４６　接着ストリップ
　　２１４７　ループ
　　２１４８　クレードル
　　２１５０　接着ストリップ
　　２１５２　接着ストリップ
　　２１５４　鼻梁ストリップ
　　２１５６　横ストリップ
　　２１５８　接着ストリップ
　　２１６０　鼻梁ストリップ
　　２１６２　横ストリップ
　　２１６４　接着ストリップ
　　２１６６　患者インターフェイス
　　２１６８　ループファスナ材料
　　２１７２　接着ストリップ
　　２１７４　ばね
　　２１７６　横鼻梁接着ストリップ
　　２１７８　長手鼻梁接着ストリップ
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　　２１８０　ループ状接着ストリップ
　　２１８２　クッションおよび横接着ストリップ
　　２１８４　外側ストリップ
　　２１８６　拡張ストリップ
　　２１８８　接着ストリップ
　　２２００　コネクタ
　　２２０２　フック材料
　　２２０４　ワイヤ
　　２２０６　ワイヤ
　　２２０８　コネクタ
　　２２１０　ヘッドストラップ
　　２２１２　鼻キャップ
　　２２１４　剛性ガラスタイプフレーム
　　２２１６　コネクタ
　　２２１８　第１のヘッドストラップ
　　２２２０　第２のヘッドストラップ
　　２２２２　可撓性ヘッドストラップ
　　２２２４　ヘッドストラップ
　　２２２６　補強要素または剛性剤
　　２２２８　コネクタ
　　２２３０　調節機構
　　２２３２　垂直コネクタ
　　５０００　患者インターフェイスシステム
　　５０１０　患者インターフェイス支持構造
　　５０２０　管接続部
　　５０３０　鼻まくら
　　５０４０　開口
　　５０５０　蛇腹
　　５０６０　接続部材
　　５０７０　支持体
　　５０８０　上唇支持体
　　５０９０　スロット
　　５１００　鼻まくら
　　５１１０　ベース部
　　５１２０　密封部
　　５２００　鼻まくら
　　５２１０　ベース部
　　５２２０　密封部
　　５３００　拡張可能膜
　　５４００　コネクタ
　　５４１０　コネクタ
　　５４２０　止め具
　　５４３０　可撓性膜支持体
　　６０００　患者インターフェイス構造
　　６００２　コネクタ
　　６００４　接着ストリップ
　　６００６　肘
　　６００６ａ　角付け部
　　６００８　フック締付材料、フックファスナ
　　６０１０　裏当てパッド
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　　６０１１　拡散通気孔
　　６０１２　肘
　　６０１４　コネクタ
　　６０１６　フックファスナ
　　６０１８　活性ヒンジ
　　６０２０　端部
　　６０２２　コネクタ
　　６０２４　保持部
　　６０２６　フックファスナ
　　６０２８　ストラップ
　　６０３０　バックストラップ
　　６０３２　コネクタ
　　６０３６　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６０３８　コネクタ
　　６０４２　ばね力
　　６０４４　接着タブ
　　６０４６　後ろに延びる部分
　　６０４８　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６０５０　ストラップ
　　６０５２　側部ストラップ
　　６０５４　鼻梁ストラップ
　　６０５６　バックストラップ
　　６０５８　側部ストラップ
　　６０６０　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６０６２　顎ストラップ
　　６０６４　鼻梁ストラップ
　　６０６６　頭頂部ストラップ
　　６０６８　側部ストラップ
　　６０７０　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６０７２　側部ストラップ
　　６０７４　頭頂部ストラップ
　　６０７６　下側ストラップ
　　６０７８　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６０８０　コネクタ
　　６０８１　コネクタ
　　６０８２　垂直ストラップ
　　６０８４　ループファスナ材料
　　６０８６　側部ストラップ
　　６０８８　バックストラップ
　　６０９０　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６０９２　垂直ストラップ
　　６０９４　頭頂部ストラップ
　　６０９６　ループファスナ材料のストリップ
　　６０９８　側部ストラップ
　　６１００　コネクタ
　　６１０２　バックストラップ
　　６１０４　患者インターフェイス位置決めおよび安定化構造
　　６１０６　顎ストラップ
　　６１０８　鼻梁ストラップ
　　６１１０　バックストラップ
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　　６１１２　剛性部材
　　６１１４　コネクタ
　　６１１６　ストラップ
　　６１１８　コネクタ
　　６１２０　ストラップ
　　６１２２　ストラップ
　　６１２４　ストラップ
　　６１２６　ストラップ
　　６１２８　耳ループ
　　６１３０　スイベル
　　６１３２　ガゼット
　　６１３３　通気孔
　　６１３４　スイベル
　　６１３６　肘
　　６１３７　スイベル
　　６１３８　コネクタ
　　６１３９　通気孔
　　６１４０　フックファスナ
　　６１４２　開口部
　　６１４４　タブ
　　６１４６　拡大端部
　　６１５２　コネクタ
　　６１５４　スロット
　　６１５６　ストラップ
　　６１５８　コネクタ
　　６１６０　接合部
　　６１６２　タブ
　　６１６４　タブ
　　６１６６　ストリップ
　　６１６８　折り畳み部
　　６１７０　開口部
　　６１７２　端部
　　６１７４　タブ
　　６１７６　コネクタ
　　６１７８　端部
　　６１８０　スロット
　　６１８２　コネクタ
　　６１８４　端部
　　６１８６　タブ
　　６１８８　スロット
　　６１９０　コネクタ
　　６１９２　タブ
　　６１９４　拡大端部
　　６１９６　コネクタ
　　６１９８　開口部
　　６２００　スロット
　　６２０２　コネクタ
　　６２０４　ループ
　　６２０６　タブ
　　６２０８　スロット
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　　６２１０　タブ
　　６２１２　開口部
　　６２１４　コネクタ部
　　６２１６　タブ
　　６２１８　開口部
　　６２２０　開口部
　　６２２２　肘
　　６２２４　タブ
　　６２２６　端部
　　６２３０　コネクタ
　　６２３２　厚み部
　　６２３４　フックファスナ
　　６２３６　コネクタ
　　６２３８　コネクタ
　　６２４０　リッジ
　　６２４２　コネクタ
　　６２４４　厚み部
　　６２４８　コネクタ
　　６２５０　脚部
　　６２５２　コネクタ
　　６２５４　コネクタ
　　Ｆ　力
　　Ｍ　モーメント
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【手続補正書】
【提出日】平成27年10月7日(2015.10.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　患者に呼吸可能な気体の流れを送る患者インターフェイスシステムであって、
　前記患者の顔面に密封係合するように構成された患者インターフェイス構造と、
　前記患者に適用できるように構成された保持要素とを備え、
　前記保持要素が、前記患者インターフェイス構造を前記患者の前記顔面に密封係合させ
て支持するように構成されており、前記保持要素が、接着剤もしくは少なくとも１つのス
トラップ、またはその両方を備え、
　前記患者インターフェイス構造は、前記保持要素が前記患者によって支持されたまま、
前記患者インターフェイス構造を前記患者の顔面に対して複数の位置で再位置決めするた
めに、前記保持要素から解放されたり前記保持要素と再係合されたりするように構成され
ている、患者インターフェイスシステム。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのストラップは、前記患者インターフェイス構造が前記患者の顔面
と係合したときに前記患者の首の後ろの周囲に延在するように構成されている、請求項１
に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのストラップは、前記患者の耳の下方に延在するように構成されて
いる、請求項１または請求項２に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのストラップは、高伸縮性テープである、請求項１から３のいずれ
か一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項５】
　前記接着剤は、前記患者の鼻梁を横切って位置決めされるように構成された接着ストリ
ップの上に位置する、請求項１から４のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシス
テム。
【請求項６】
　前記患者インターフェイス構造は、前記接着ストリップと係合するように構成された１
対のコネクタを備える、請求項５に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項７】
　前記１対のコネクタ、前記接着ストリップ、及び前記少なくとも１つのストラップは、
前記患者インターフェイス構造が前記患者の鼻と係合するのを協働して維持するように構
成されている、請求項６に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項８】
　前記患者インターフェイス構造が、
　前記患者インターフェイス構造内の開口部を通して前記呼吸可能な気体の流れを受ける
ように構成された呼吸キャビティを画定するベース部と、
　前記呼吸キャビティから前記患者まで前記呼吸可能な気体の流れを送るために前記患者
の鼻孔と係合するように構成された１対の鼻まくらまたは鼻突起と、
　前記患者インターフェイス構造を前記患者に固定するように構成された前記１対の鼻ま
くらまたは鼻突起の上の接着剤と、
　を備えている、請求項１から７のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム
。
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【請求項９】
　前記患者インターフェイス構造を前記患者に接着させるように構成された、前記患者イ
ンターフェイス構造の前記ベース部の上に接着剤をさらに備えた、請求項８に記載の患者
インターフェイスシステム。
【請求項１０】
　前記ベース部の上の前記接着剤は、前記患者インターフェイス構造を前記患者の頬およ
び／または上唇に固定するように構成されている、請求項９に記載の患者インターフェイ
スシステム。
【請求項１１】
　前記接着剤は粘着ゲルを含んでいる、請求項８から１０のいずれか一項に記載の患者イ
ンターフェイスシステム。
【請求項１２】
　前記接着剤は、前記患者インターフェイス構造と共成形されている、請求項８から１１
のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１３】
　前記患者インターフェイス構造は、前記患者の鼻孔と係合するように前記鼻突起または
鼻まくらを外側に偏倚させるように構成された少なくとも１つのばねとを備えている、請
求項１から７のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのばねは、前記鼻突起または鼻まくらの底部と係合する、請求項１
３に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのばねの両端部は、前記患者インターフェイス構造を密封係合させ
て固定するために、前記患者の顔面に係合するように構成された接着ストリップに係合す
る、請求項１３または１４に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１６】
　前記患者インターフェイス構造は、
　前記呼吸可能な気体の流れを送るホースに接続されるように構成された患者インターフ
ェイス支持構造と、
　前記保持要素および前記患者インターフェイス支持構造を接続させるように構成された
接続部材と、
を備えている、請求項１から７のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項１７】
　各鼻まくらが、前記呼吸可能な気体の流れを受けてから前記患者インターフェイス支持
構造内の圧力の増加によって前記患者の鼻孔の内部を拡張させると共に前記患者の鼻孔の
内部に対して密封するように構成されている、請求項１６に記載の患者インターフェイス
システム。
【請求項１８】
　各まくらは蛇腹を備えている、請求項１６または１７に記載の患者インターフェイスシ
ステム。
【請求項１９】
　各まくらは、織り目加工された外側表面を備えている、請求項１６から１８のいずれか
一項に記載の患者インターフェイスシステム。
【請求項２０】
　各まくらは、前記患者インターフェイス支持構造内の開口に受けられ、前記開口から取
り外し可能である、請求項１６から１９のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシ
ステム。
【請求項２１】
　前記患者インターフェイス支持構造を前記患者の上唇に対して支持させるように構成さ
れた上唇支持体をさらに備えた、請求項１６から２０のいずれか一項に記載の患者インタ
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ーフェイスシステム。
【請求項２２】
　前記保持要素、前記接続部材および前記患者インターフェイス支持構造は一体的に形成
されている、請求項１６から２１のいずれか一項に記載の患者インターフェイスシステム
。
【請求項２３】
　前記接続部材は、１つまたは複数のストラップの端部を受けるように構成された１対の
スロットを備えている、請求項１６から２１のいずれか一項に記載の患者インターフェイ
スシステム。
【請求項２４】
　前記１対の鼻まくらに接続された弾性膜をさらに備え、前記弾性膜は前記呼吸可能な気
体の流れを受けてから前記患者インターフェイス支持構造内の圧力の増加によって拡張さ
れるように構成されている、請求項１６から２３のいずれか一項に記載の患者インターフ
ェイスシステム。
【請求項２５】
　前記弾性膜に接続された弾性膜支持体をさらに備えた、請求項２４に記載の患者インタ
ーフェイスシステム。
【請求項２６】
　前記弾性膜の拡張を制限するように構成された前記弾性膜支持体に接続された止め具を
さらに備えた、請求項２５に記載の患者インターフェイスシステム。
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